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会議に出席した議員（ 19 名）  

１番  木  村    修  君       1 1番  小  川  吉  則  君  

２番  堀  口  達  也  君       1 2番  澤  田  源  宏  君  

３番  竹  内    薫  君       1 3番  小  川  隆  史  君  

４番  西  澤  博  一  君       1 4番  長  﨑  任  男  君  

５番  角  井  英  明  君          1 5番  伊  藤  容  子  さん  

６番  西  澤  伸  明  君       1 6番  安  澤    勝  君  

７番  川  岸  真  喜  君       1 7番  河  村  善  一  君  

８番  西  澤  清  正  君       1 8番  竹  中  秀  夫  君  

９番  上  杉  正  敏  君           1 9番  杉  原  祥  浩  君  

1 0番  林    利  幸  君        

 

会議に欠席した議員（ 0 名）  

 

 

議場に出席した事務局職員  

事 務 局 長 神細工  信  二      書 記 荒  木    潤  

事 務 局 次 長 角  川  崇  生       

  

会議に出席した説明員  

管  理  者 和  田  裕  行  君    事 務 局 長 神細工  信  二  君  

副 管 理 者 有  村  国  知  君    総 務 課 長 角  川  崇  生  君  

副 管 理 者 伊  藤  定  勉  君    紫 雲 苑 場 長 上  林  政  信  君  

副 管 理 者 野  瀬  喜久男  君    小八木中継基地場長 山  本  明  彦  君  

副 管 理 者 久  保  久  良  君    建設推進室長 杉  山  暢  基  君  

会 計 管 理 者 廣  瀬    淳  君    建設推進室主幹 宇  野  恵  士  君  

 

会議に欠席した説明員（ 0 名）  
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午後 2 時 05 分開会  

○副議長（竹内薫君） それでは、た

だ い ま か ら 令 和 ３ 年 ８ 月 彦 根 愛 知 犬

上 広 域 行 政 組 合 議 会 定 例 会 を 開 会 い

たします。  

 なお、議長が欠員となっております

ので、議長が選挙されるまでの間、地

方自治法第 106 条第１項の規定によ

り、副議長の私が議長の職務を務めさ

せていただきます。  

ただいまの出席議員数は、19 名で会

議開会定足数に達しております。よっ

て、令和３年８月定例会は、成立いた

しました。ただちに本日の会議を開き

ます。  

 

日程第１  議席の指定  

○副議長（竹内薫君） 日程第１、新

た に 就 任 い た だ き ま し た 議 員 の 議 席

の指定を行います。  

 議席は、ただいまご着席の議席とし

ます。２番  堀口達也君、４番  西澤

博一君、９番  上杉正敏君、10 番  林

利幸君、11 番  小川吉則君、13 番  小

川隆史君、 17 番  河村善一君、 19 番  

長﨑任男君であります。  

 

日程第２  会議録署名議員の指名  

○副議長（竹内薫君） 日程第２、本

日 の 会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い ま

す。会議録署名議員に、15 番  伊藤容

子さん、16 番  安澤勝君を指名いたし

ます。  

 

日程第３  会期の決定  

○副議長（竹内薫君） 次に、日程第

３、会期の決定を議題とします。  

お諮りいたします。今定例会の会期

は、本日１日といたしたいと存じます。

これにご異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○副議長（竹内薫君） ご異議なしと

認めます。よって、今定例会の会期は、

本日１日に決定いたしました。  

 

日程第４  諸般の報告  

○副議長（竹内薫君） 次に、日程第

４、諸般の報告を行ないます。閉会中

の 議 員 の 辞 職 の 許 可 に つ い て 報 告 を

行ないます。去る３月 23 日に愛荘町

議 会 か ら 選 出 の 伊 谷 正 昭 議 員 か ら 辞

職願が提出されましたので、地方自治

法第 126 条の規定により、議長におい

てこれを許可されました。  

 また、５月 19 日に彦根市議会から

選出の赤井康彦議員、北川元気議員、

黒澤茂樹議員、中野正剛議員、馬場和

子 議 員 か ら 辞 職 願 が 提 出 さ れ ま し た

ので、地方自治法第 126 条の規定によ

り、副議長においてこれを許可しまし

たので報告します。  

 

日程第５  選挙第１号上程  

○副議長（竹内薫君） 次に、日程第

５、議長の選挙を行います。  

お諮りいたします。選挙の方法につ

いては、地方自治法第 118 条第２項の

規 定 に よ り 指 名 推 選 に し た い と 思 い

ますが、ご異議ございませんか。  

（「異議あり」と呼ぶ者あり）  
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○副議長（竹内薫君） 異議あります

ので、選挙は投票で行います。議場の

出入りを閉鎖します。  

（議場を閉鎖）  

ただいまの出席議員数は 19 名です。 

次に、立会人を指名いたします。立

会人に 17 番  河村善一君、18 番  竹

中秀夫君を指名します。  

投票用紙を配ります。  

念のため申し上げます。投票は単記

無記名でお願いします。  

（投票用紙の配布）  

投 票 用 紙 の 配 布 漏 れ は あ り ま せ ん

か。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

 配布漏れなしと認めます。投票箱を

点検します。  

（投票箱の点検）  

異常なしと認めます。  

ただいまから投票を行ないます。１

番から順番に投票願います。  

（投票）  

投票漏れはありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

 投票漏れなしと認めます。投票を終

わります。  

開票を行います。 17 番  河村善一

君、18 番  竹中秀夫君、開票の立会を

お願いいたします。  

（開票）  

 選挙の結果を報告します。投票総数

19 票、有効投票 18 票、無効投票 1 票、

有効投票のうち、杉原祥浩議員 12 票、

河村善一議員３票、角井英明議員１票、

上杉正敏議員１票、竹中秀夫議員１票

以上のとおりです。この選挙の法定得

票数は５票です。したがって、杉原祥

浩君が議長に当選されました。  

議場の出入り口の閉鎖をときます。 

（議場の開放）  

 た だ い ま 議 長 に 当 選 さ れ ま し た 杉

原議員が議場におられますので、当選

の告知をします。議長杉原祥浩君から

ご挨拶をお願いします。  

○議長（杉原祥浩君） ただいまご指

名 い た だ き ま し た 彦 根 市 の 杉 原 祥 浩

でございます。皆様のご推挙によりこ

の度、議長の大役を務めさせていただ

きます。なにせ不慣れでございますけ

ども、皆様のお力をいただき円滑に議

会 が 進 み ま す よ う ど う ぞ よ ろ し く お

願いいたします。  

（拍手）  

○副議長（竹内薫君） これで、私の

職務は全部終了しました。ご協力あり

がとうございました。それでは、杉原

議長、議長席にお着きくださいますよ

うお願いいたします。  

（副議長と議長交代）  

 

追加日程  議席の一部変更  

○議長（杉原祥浩君） それでは、た

だいまの議長選挙に伴い、議席の一部

を変更する必要が生じたことから、議

席 の 一 部 変 更 に つ い て を 日 程 に 追 加

し議題といたしたいと思います。これ

にご異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（杉原祥浩君） ご異議なしと

認めます。よって、議席の一部変更に
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つ い て を 日 程 に 追 加 し 議 席 の 一 部 変

更を行うことに決定しました。  

議 席 の 一 部 変 更 に つ い て 議 長 の 議

席を最終 19 番に変更し、19 番  長﨑

任男君の議席を 14 番に変更したいと

思 い ま す の で 議 席 の ご 移 動 を お 願 い

します。  

 

日 程 第 ６  議 案 第 ６ 号  令 和 ２ 年 度

(2020 年度 )彦根愛知犬上広域行政組

合 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 に つ き 認 定

を求めることについて  

○議長（杉原祥浩君） 次に日程第６、

議案第６号  令和２年度 (2020 年度 )

彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計

歳 入 歳 出 決 算 に つ き 認 定 を 求 め る こ

とについてを議題といたします。職員

に議案を朗読させます。  

〔角川議会事務局次長朗読〕  

○議長（杉原祥浩君） 提案者の説明

を求めます。管理者。  

○管理者（和田裕行君） 議案第６号  

令和２年度（ 2020 年度）彦根愛知犬上

広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算

に つ き 認 定 を 求 め る こ と に つ い て の

概要につきましてご説明いたします。 

財政状況の厳しい中、予算執行には

十 分 留 意 を し て 可 能 な 限 り に お い て

経費の節減に努めました結果、令和２

年 度 一 般 会 計 歳 入 歳 出 に つ き ま し て

は、予算総額それぞれ 5 億 2,638 万 4

千円に対し、歳入決算額は 5 億 2,690

万 6,700 円、歳出決算額は 5 億 1,685

万 5,891 円 、 歳 入 歳 出 差 引 残 額 は

1,005 万 809 円となりました。  

なお、本決算に関しましては、去る

７月 19 日に監査委員による決算審査

を実施していただきまして、決算に係

る調書などについては、いずれも関係

法令に準拠して作成され、関係諸帳簿

お よ び 証 拠 書 類 と 符 号 し て お り 計 数

は 正 確 で 適 正 に 表 示 さ れ て い る も の

と 認 め た と の 審 査 意 見 を い た だ い て

おりますので、ご報告をさせていただ

きます。  

詳細につきましては、事務局から説

明させますので、よろしくご審議を賜

りますようお願い申し上げます。  

○議長（杉原祥浩君） 続いて事務局

から詳細説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（角川崇生君） それでは、

議案第６号  令和２年度 (2020 年度 )

彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計

歳 入 歳 出 決 算 に つ き 認 定 を 求 め る こ

とについて、あらかじめお配りしまし

た令和２年度 (2020 年度 )一般会計歳

入歳出決算書によりまして、令和２年

度 決 算 の 主 要 な 部 分 に つ い て 抜 粋 し

ご説明をさせていただきます。それで

は、着座にて失礼します。決算書の１

ページをお開き願います。  

歳 入 予 算 額 お よ び 歳 出 予 算 額 は そ

れぞれ 5 億 2,638 万 4 千円でござい

まして、これに対して歳入決算額は 5

億 2,690 万 6,700 円、歳出決算額は 5

億 1,685 万 5,891 円で歳入歳出差引

残額は 1,005 万 809 円となり、決算上

剰余金は 1,005 万 809 円でございま

した。この決算上剰余金は、地方自治

法第 233 条の２の規定により、令和３
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年 度 の 歳 入 に 編 入 す る も の で ご ざ い

ます。  

次に、２ページ、３ページをお願い

いたします。それぞれ歳入と歳出に係

る決算の総括表でございます。まず、

２ページの歳入の総括でございます。

一 番 右 列 の 欄 で 予 算 現 額 と 収 入 済 額

との比較をしておりまして、一番下の

歳入合計では、予算額より 52 万 2,700

円多い収入となっております。なお、

不 納 欠 損 額 お よ び 収 入 未 済 額 は ご ざ

いませんでした。  

次に、３ページ歳出の総括でござい

ます。一番右列の欄で予算現額と支出

済額との比較をしておりまして、一番

下 の 歳 出 合 計 の と お り 予 算 現 額 と 支

出済額との差額 952 万 8,109 円が不

用額となったものでございます。  

続きまして、歳入・歳出の詳細につ

き ま し て 歳 入 歳 出 決 算 事 項 別 明 細 書

によりご説明いたしますが、主な科目

のみの説明とさせていただきます。ま

ず、歳入についてご説明いたしますの

で４ページをお願いいたします。第１

款  分担金及び負担金、第２項  負担

金、第１目  負担金、第１節  市町負

担金につきましては、組合規約および

負 担 金 に 関 す る 条 例 の 規 定 に よ り 管

理 運 営 経 費 を 構 成 団 体 で 按 分 い た し

まして、右から４列目の収入済額の欄

のとおり合計で 4 億 4,449 万 9 千円

を 構 成 市 町 に ご 負 担 い た だ き 収 入 い

たしました。続きまして、第２款  使

用料及び手数料は、合計で 3,890 万

2,480 円を収入いたしました。第１項  

使用料、第１目  衛生使用料、第１節  

斎場使用料につきましては、人体・動

物の火葬等で合計 2,661 件を取扱い

いたしまして、3,653 万 8 千円を収入

いたしました。昨年度と比べまして、

件数で 20 件の増、金額で 661 万 9 千

円の増となりました。これは、令和２

年 ６ 月 か ら 使 用 料 の 値 上 げ を 行 っ た

ことによるものと考えます。次に、第

２節  投棄場使用料でありますが、有

料 取 扱 い の 埋 立 ご み 分 で 29 万

5,555kg を中継基地事業として処理い

たしまして、236 万 4,480 円を収入い

たしました。昨年度と比べまして、搬

入量としては 6 万 1,565 ㎏の増、金額

では 49 万 2,560 円の増となっており

ます。これは、昨年５月の大型連休の

頃 を ピ ー ク に 多 く の 住 民 の 方 が コ ロ

ナ 禍 で の ス テ イ ホ ー ム に よ り 自 宅 等

の整理や大掃除をされ、不燃ごみの搬

入 が 大 幅 に 増 え た こ と が 要 因 と 考 え

ています。次に、５ページをお願いい

たします。第３款  国庫支出金、第１

項  国庫補助金、第１目  衛生費国庫

補助金、第１節  清掃費補助金につき

ましては、国の循環型社会形成推進交

付金 2,062 万 8 千円を収入いたしま

した。次に、第５款  繰入金、第１項  

基金繰入金、第１目  財政調整基金繰

入金、第１節  財政調整基金繰入金は、

当 組 合 で 使 用 し て お り ま す 財 務 会 計

システム等の更新が必要なため、財政

調整基金を 522 万 5 千円取り崩し、繰

り入れしたものでございます。第６款  

繰越金でございますが、令和元年度事
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業 の 中 継 基 地 整 備 実 施 設 計 業 務 が 地

元 自 治 会 と の 合 意 形 成 に 時 間 を 要 し

たことから、年度内の事業完了が困難

な状況となったため、令和２年度に明

許繰越した予算 880 万円を含めまし

て、前年度繰越金は 1,752 万 6,909 円

となっております。続きまして、６ペ

ージをご覧ください。第７款  諸収入、

第２項  雑入、第２目  雑入、第１節  

雑入は、備考欄に記載の内訳のとおり

自動販売機設置料、共済サービス事務

手数料などで合計 6 万 1,097 円を収

入いたしました。以上が歳入の決算で

ございまして、予算現額 5 億 2,638 万

4 千円に対しまして、収入済額 5 億

2,690 万 6,700 円で不納欠損額、収入

未済額はございませんでした。収入率

にして 100.1％でございました。  

次に、歳出をご説明させていただき

ますので、７ページをお願いいたしま

す。第１款  議会費は、議会運営に要

しました経費でございまして、予算現

額 28 万 9 千円に対しまして支出済額

26 万 267 円、不用額が 2 万 8,733 円

でございました。内訳は記載のとおり

でございまして、主なものといたしま

して第１項  議会費、第１目  議会費、

第８節  旅費は、８月・２月の組合議

会定例会と 11 月の組合議会臨時会お

よ び そ れ ら に 伴 う 議 会 運 営 代 表 者 会

議 と 全 員 協 議 会 の 出 席 議 員 の 費 用 弁

償として 20 万 2 千円を支出いたしま

した。  

次に、第２款  衛生費は、組合の総

務課、紫雲苑、中山投棄場、建設推進

室 の 管 理 運 営 に 係 る 経 費 で ご ざ い ま

して、予算現額 5 億 2,509 万 5 千円に

対しまして 5 億 1,659 万 5,624 円を支

出し、不用額につきましては 849 万

9,376 円でございました。  

第１項  衛生管理費、第１目  一般

管理費は、総務課の事務経費および職

員の人件費等でございまして、予算現

額 1 億 4,951 万 3 千円に対しまして 1

億 4,800 万 1,572 円を支出いたしま

した。不用額は、 151 万 1,428 円でご

ざいました。内訳といたしまして、第

１節  報酬は、監査委員２名、公平委

員 会 委 員 ３ 名 お よ び 紫 雲 苑 の パ ー ト

タ イ ム 会 計 年 度 任 用 職 員 １ 名 の 報 酬

で 188 万 1,082 円を支出いたしまし

た 。 次 の 第 ２ 節  給 料 お よ び 第 ３ 節  

職員手当等は、当組合のプロパー職員

８名、市町派遣職員６名および総務課、

紫雲苑、中山投棄場、建設推進室に勤

務 す る フ ル タ イ ム 会 計 年 度 任 用 職 員

に係るものです。第４節  共済費は、

同じく組合のプロパー職員８名、市町

派遣職員６名の計 14 名に係ります滋

賀県市町村職員共済組合費、滋賀県市

町 村 職 員 互 助 会 費 等 と 会 計 年 度 任 用

職員に係る社会保険料、雇用保険料等

で合計 2,206 万 9,694 円を支出いた

しました。次に、８ページをお開き願

います。第８節  旅費は、会計年度任

用 職 員 の 通 勤 手 当 と し て の 費 用 弁 償

と県や関係機関の会議、研修会への出

席に係る出張旅費で計 8 万 2,440 円

を支出いたしました。第 12 節  委託

料は弁護士への顧問料、滋賀県市町村
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職員共済組合への職員健康診断委託、

新地方公会計制度支援委託、財務会計

シ ス テ ム 等 の 保 守 委 託 と サ ー バ ー 等

更新作業委託などに係る費用で、合計

606 万 9,941 円を支出いたしました。

次の第 13 節  使用料及び賃借料は、

コピー・ＦＡＸ複合機のリース料、豊

栄のさとの組合事務所使用料、ホーム

ページソフトウェア使用料、公用自動

車リース料等で合計 174 万 8,064 円

を支出いたしました。続いて、９ペー

ジでございますが、第 17 節  備品購

入費は、財務会計システムサーバー、

タブレットパソコン、タイムレコーダ

ー等の購入費用で 330 万 5,304 円を

支出いたしました。第 18 節  負担金、

補助及び交付金は、市町派遣職員の退

職手当金等負担金、社会保険協会費、

組合の職員互助会への補助金、職員研

修受講負担金で合計 303 万 1,237 円

を支出いたしました。第２目  財政調

整基金積立金は、前年度繰越金からの

積立分 572 万 6,909 円と定期預金の

利 息 分 5 万 5,165 円 で 合 計 578 万

2,074 円を積立ていたしました。第３

目  投棄場重機・施設整備基金積立金

お よ び 第 ４ 目  斎 場 施 設 整 備 基 金 積

立金は、いずれも定期預金の利息分を

積立てしております。第５目  退職手

当基金積立金は、プロパー職員８名分

に係る退職手当の積立てで、滋賀県市

町 村 職 員 退 職 手 当 組 合 に よ り 定 め ら

れた率による積立分 385 万 6,168 円

と定期預金の利息分 5,252 円で合計

386 万 1,420 円を積立ていたしました。 

続きまして第２項  保健衛生費、第

１目  斎場管理費は、斎場・紫雲苑の

運営・維持管理に要した経費でござい

まして、予算現額 3,518 万 7 千円に対

しまして、3,359 万 3,099 円を支出い

たしました。不用額は、 159 万 3,901

円でございました。10 ページをお願い

します。内訳としまして、第 10 節  需

用 費 は 事 務 用 品 や 火 葬 時 に 使 用 い た

しますお香等の消耗品費、火葬用灯油

等の燃料費、電気・水道等の光熱水費、

火 葬 炉 設 備 の 修 繕 料 等 で 合 計 2,185

万 8,316 円を支出いたしました。第 12

節  委託料は、休日等火葬委託および

臨時火葬委託のほか施設の維持管理、

設 備 の 法 定 点 検 等 に 係 る 委 託 お よ び

草 刈 や 除 雪 作 業 等 の 業 務 委 託 に 係 る

経費で合計 1,084 万 1,731 円を支出

いたしました。なお、内訳につきまし

ては、備考欄のとおり休日等火葬委託

業務など合計 15 業務の委託を行った

ものです。  

続きまして、11 ページをご覧くださ

い。第３項  清掃費、第１目  投棄場

管理費は、中山投棄場および日夏投棄

場の運営・維持管理に要した費用でご

ざいまして、予算現額 1 億 7,954 万 6

千円に対し、1 億 7,755 万 2,187 円を

支出いたしました。不用額は 199 万

3,813 円でございました。内訳といた

しまして、第１節  報酬は、パートタ

イ ム 会 計 年 度 任 用 職 員 と し て の 中 山

投 棄 場 の 搬 入 物 検 査 員 ４ 名 と 日 直 員

３名の報酬で 560 万 7,299 円を支出

しました。第４節  共済費は、同じく
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搬入物検査員と日直員、計７名の社会

保険と雇用保険の負担金、労災保険負

担金で 31 万 542 円を支出いたしまし

た。第７節  報償費は、投棄場建設に

係 る 地 元 と の 協 定 に 基 づ く 地 元 へ の

環境保全経費で合計 341 万 6 千円を

支出いたしました。内訳につきまして

は、備考欄に記載のとおりでございま

して、３件とも令和２年度をもって支

出を終了いたしました。続きまして、

第 10 節  需用費は、事務用品や浸出

水処理用薬品の消耗品費、公用車・重

機の燃料費、計量伝票など印刷物に係

ります印刷製本費、電気・水道等の光

熱水費、浸出水処理設備および重機・

ダンプ等に係る修繕料など合計 1,640

万 4,553 円を支出いたしました。第 12

節  委託料は、次の 12 ページにまた

がりますが、一般廃棄物処理をはじめ、

中 山 投 棄 場 お よ び 日 夏 投 棄 場 の 浸 出

水処理施設の維持管理、設備の法定点

検、法令・公害防止協定に基づく水質

検査等のほか、中山投棄場閉鎖工事に

係る測量調査・実施設計や新たな中継

基 地 と な る 愛 知 郡 清 掃 セ ン タ ー 跡 地

への事務所移転作業などに関し、備考

欄に記載の合計 22 業務の業務委託を

行いまして合計 1 億 3,223 万 4,245 円

を支出いたしました。第 14 節  工事

請負費は、令和２年８月定例会で補正

予 算 を お 認 め い た だ い た 中 山 投 棄 場

閉鎖対策工事に係る経費で、令和２年

度分として 1,566 万 4 千円を支出い

たしました。第 17 節  備品購入費は、

所 属 内 で の 情 報 共 有 の た め の ネ ッ ト

ワーク型ハードディスクの買換えに 2

万 7,500 円を支出いたしました。第 18

節  負担金、補助及び交付金は、三重

県 伊 賀 市 へ の 環 境 保 全 負 担 金 と 県 の

廃 棄 物 適 正 管 理 協 議 会 費 で 合 計 232

万 1 千円を支出しました。  

続きまして、第２目  塵芥焼却場費

ですが、新ごみ処理施設の建設に係り

ま す 建 設 推 進 室 の 運 営 に 要 し た 経 費

でございまして、予算現額 1 億 5,117

万 9 千円に対しまして、1 億 4,780 万

1,507 円を支出いたしました。不用額

は 337 万 7,493 円でございました。内

訳としまして、第７節  報償費は、新

た に 設 置 し た 新 ご み 処 理 施 設 連 絡 協

議 会 委 員 に 対 す る 報 償 費 で 先 進 施 設

京 都 市 南 部 ク リ ー ン セ ン タ ー 第 ２ 工

場 へ の 視 察 研 修 を 含 め ３ 回 の 連 絡 協

議会を開催し、１人当たり 5,400 円を

支出いたしました。13 ページをお願い

します。第８節  旅費は、新ごみ処理

施 設 連 絡 協 議 会 委 員 の 費 用 弁 償 と 新

ご み 処 理 施 設 整 備 に 係 る 先 進 地 視 察

お よ び 県 と の 協 議 等 に 係 る 職 員 の 普

通旅費で 1 万 9,188 円を支出いたし

ました。第 11 節  役務費は、郵便代

と公用車の保険料のほか、建設候補地

内 に あ る 相 続 放 棄 地 に 対 し 裁 判 所 へ

の 相 続 財 産 管 理 人 の 選 任 申 立 て に 必

要となる予納金 100 万円と手続きに

係る印紙代等の合計 106 万 6,426 円

を支出いたしました。第 12 節  委託

料 は 、 新 ご み 処 理 施 設 に 係 る 施 設 整

備・造成等基本設計業務、環境影響評

価 業 務 な ど の ４ 業 務 と 愛 知 郡 清 掃 セ
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ン タ ー 跡 地 に 整 備 し た 一 般 廃 棄 物 中

継 施 設 に 係 る 実 施 設 計 委 託 と 施 工 監

理委託、施設周辺の地下水等の検査委

託に要する経費として合計 7,468 万

2,270 円を支出いたしました。第 14 節  

工事請負費は、中継基地整備に係る工

事 費 と ス ト ッ ク ヤ ー ド の 防 鳥 ネ ッ ト

修繕に係る工事費を合わせ、7,088 万

4 千円を支出いたしました。第 17 節  

備品購入費は、中継基地の事務所に備

え付ける書庫やレジスター、事務用椅

子などを購入し、32 万 17 円を支出い

たしました。  

続きまして 14 ページをお開き願い

ます。第４款  予備費、第１項  予備

費、第１目  予備費の執行はございま

せん。  

以上が歳出の決算でございまして、

予算現額 5 億 2,638 万 4 千円に対し

まして支出済額 5 億 1,685 万 5,891 円

で、不用額は 952 万 8,109 円となり、

執行率は、 98.19％でございました。  

次に、15 ページに移っていただきま

して、実質収支に関する調書でござい

ます。千円未満四捨五入しております

が、区分３の歳入歳出差引額は 1,005

万 1 千円で、区分４の翌年度へ繰り越

すべき財源はなく、区分５の実質収支

額は同額の 1,005 万 1 千円でござい

ます。  

次に、16 ページをお開き願います。

財産に関する調書でございますが、１

公 有 財 産 の (１ )土 地 お よ び 建 物 の 状

況につきましては、前年度からの土地

の増減はございませんが、建物につき

ましては、小八木中継基地の事務所棟

178.39 ㎡が増えております。 17 ペー

ジに移っていただきまして、２物品は、

購入価格 50 万円以上の物品、備品の

状況でございますが、買い取りで使用

し て お り ま し た 紫 雲 苑 の 公 用 車 を 廃

車し、新たな公用車をリース契約とし

たことから１減となっております。財

務会計システム・グループウェアシス

テムについては、更新したことから１

増、１減となっております。次に、３

基金につきましては、決算年度末、令

和２年度末の現在高といたしまして、

表の右から２列目の欄で、財政調整基

金 1 億 2,721 万 3,797 円、投棄場重

機・施設整備基金 3,690 万 4,698 円、

斎場施設整備基金 75 万 1,300 円、退

職手当基金 5,639 万 796 円で、４つの

基金の合計で 2 億 2,126 万 591 円でご

ざいます。増減高といたしまして、内

訳を備考欄に記載してございますが、

それぞれ利息分の積み立てのほかに、

財 政 調 整 基 金 は 先 ほ ど 歳 入 お よ び 歳

出でご説明いたしましたとおり、取り

崩 し と 前 年 度 繰 越 金 か ら の 積 み 立 て

増しをしております。また、退職手当

基 金 も 積 立 て 増 し を し て お り ４ つ の

基金の合計では、前年度と比べ 442 万

2,259 円の増となりました。  

以上が令和 2 年度 (2020 年度 )一般

会計歳入歳出決算でございます。  

引き続きまして、添付資料の令和２

年度 (2020 年度 )主要な施策の成果お

よび事務報告書について、ご説明させ

ていただきます。これは、決算からみ
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た主要な施策の成果と事務報告書、関

連 附 属 資 料 に よ っ て 構 成 さ れ て い る

ものでございます。なお、事務報告書

については、所属ごとに分かれており

ますので、詳細については、後ほど各

自 で ご 確 認 い た だ き た い と 思 い ま す

が、ここでは主要な施策の成果のみ簡

単にご説明させていただきます。  

１ページ「はじめに」ということで、

当 組 合 は 一 部 事 務 組 合 で ご ざ い ま し

て、１市４町で共同処理する事務等に

つ い て 説 明 さ せ て い た だ い て い る も

のです。２ページをお願いいたします。 

まず、令和２年度の決算の状況でござ

います。前年度と比較しますと、歳入

で 7,415 万 8 千円の増、歳出で 8,163

万 4 千円の増となっております。また、

令和２年度の歳入歳出差引額は 1,005

万 1 千円となり、実質収支額は同額の

1,005 万 1 千円となりました。下にあ

り ま す (１ )歳 入 の 状 況 で ご ざ い ま す

が、歳入の総額に対し、市町からの分

担金および負担金は 4 億 4,449 万 9 千

円となり、構成比で 84.4％と歳入の根

幹となっております。前年度の決算額

と 比 較 し ま す と 、 市 町 の 負 担 金 が

6,256 万 2 千円の増、使用料及び手数

料については、中山投棄場使用料およ

び 紫 雲 苑 使 用 料 が 増 え た こ と に よ り

711 万 2 千円の増、また、国の循環型

社 会 形 成 推 進 交 付 金 の 補 助 対 象 事 業

費が増えたことにより、国庫支出金が

454 万 2 千円の増となっております。

繰越金につきましては、528 万 9 千円

の減となりました。次に、３ページを

お願いします。(２ )歳出の状況でござ

いますが、令和２年度決算額の合計に

ありますとおり、歳出決算額は 5 億

1,685 万 6 千円で予算額の 98.2％を

執行しております。  

次に、５ページをお願いします。歳

出決算の構成でございますが、上の目

的別の歳出では前年度と比べますと、

議会費が 16 万円の減、衛生費は 8,179

万 4 千円の増でございました。主な理

由としまして、議会費については、令

和 元 年 度 は 臨 時 会 が ３ 回 開 催 さ れ ま

したが、令和２年度は１回の開催であ

ったため減となりました。また、衛生

費におきましては、令和元年度に比べ

中 山 投 棄 場 へ の 不 燃 ご み 搬 入 量 が 増

え 民 間 業 者 へ の 処 理 委 託 料 が １ 割 増

となったこと、令和２年度は中山投棄

場閉鎖工事に係る測量調査・実施設計

業 務 お よ び ２ カ 年 に わ た る 閉 鎖 対 策

工事が始まったこと、中山投棄場に代

わる中継基地整備工事を行ったこと、

新 ご み 処 理 施 設 整 備 に 係 る 用 地 測 量

調査を実施したこと、環境影響評価業

務および施設整備・造成等基本設計業

務 の 令 和 ２ 年 度 の 事 業 費 が 多 か っ た

ことなどにより、前年度に比べ 8,179

万 4 千円の増となりました。また、性

質別歳出で前年度と比べてみますと、

主なもので、これまでの臨時的任用職

員 の 給 与 は 賃 金 と し て 物 件 費 と な っ

ておりましたが、全て会計年度任用職

員となり報酬、給料として人件費とな

ったことから、人件費が増えておりま

す。普通建設事業費は、中山投棄場閉
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鎖 対 策 工 事 や 中 継 基 地 整 備 工 事 な ど

で、前年度に比べ 1 億 903 万 2 千円皆

増となっております。詳細につきまし

ては、次の６ページ、７ページの目的

別歳出決算の比較表、８ページ、９ペ

ー ジ の 性 質 別 歳 出 決 算 の 比 較 表 を そ

れぞれ掲載しております。10 ページ以

降につきましては、説明を省かせてい

ただきますが、当組合の所属ごとの事

務報告書になっておりまして、31 ペー

ジ以降は附属資料として人件費、修繕

料、委託料、工事請負費、備品購入費

の 明 細 と 地 方 債 の 状 況 を 記 載 し て お

ります。いずれにいたしましても、当

組 合 の 財 源 の 根 幹 を 成 し ま す 分 担 金

及び負担金は、財政厳しい中での構成

市 町 か ら の ご 負 担 で あ る こ と を 肝 に

銘じ、組合業務を効率的、効果的に適

正執行していくことが、何よりも大切

であると考えております。  

以 上 で 議 案 第 ６ 号 に 係 る 説 明 を 終

わらせていただきます。よろしくご審

議賜りますようお願いいたします。  

○議長（杉原祥浩君） これより質疑

を行います。質疑の通告書が提出され

ておりますので、発言を許します。な

お、一括質疑、一括答弁ですので、質

疑は一括でお願いします。６番  西澤

伸明君。  

○６番（西澤伸明君） 令和２年度一

般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 に つ い て 質 問 を

させていただきます。款２  衛生費、

項３  清掃費、目２  塵芥焼却場費、

節 12 委託料についてであります。施

設整備・造成等基本設計業務 2,514 万

6 千円の執行がされています。これは、

既成事実として進めるものであり、予

算の段階で私は反対しました。西清崎

は、あくまで建設候補地としているの

であり、建設地と決定されていないか

ら矛盾を生じています。もし、これが

覆 っ て 新 た な と こ ろ に 候 補 地 が 決 ま

るならば、その費用は無駄となってし

まいます。そういう点で、改めて予算

の 計 上 そ れ か ら 予 算 を 執 行 さ れ た こ

と に つ い て の 見 解 を 求 め る も の で あ

ります。  

 二つ目は、環境影響評価業務の進捗

状況と現時点での課題・問題点を改め

て報告を求めます。そして、管理者は

その報告・状況をどのように判断され

ているのか求めます。  

 三つ目は、用地測量業務で報告され

ている課題、問題点は何か。これは、

情 報 公 開 請 求 で 資 料 と し て 報 告 さ れ

ていますが、議会の中では報告されて

いません。改めて報告を求めます。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 要旨

１についてお答えします。ご指摘の施

設整備・造成等基本設計業務に係る予

算については、令和元年８月組合定例

会において、３カ年にわたる債務負担

行為を含め賛成多数で可決いただき、

執行しているものでございます。建設

候 補 地 か ら 建 設 地 と し て 決 定 す る た

めには、組合議会において、施設建設

や 造 成 工 事 等 に 要 す る 費 用 の 総 額 を

お 示 し す る 必 要 が あ る と 考 え て お り

ます。そのためには、当該委託業務を
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建設候補地の段階で執行し、施設整備

基 本 設 計 で は 各 プ ラ ン ト メ ー カ ー か

ら 見 積 り を 徴 取 す る た め に 必 要 と な

る要求水準書 (案 )の作成を、造成等基

本 設 計 に お い て は 地 質 調 査 結 果 か ら

軟 弱 地 盤 の 解 析 を し 地 盤 改 良 の 最 適

工 法 の 検 討 を 行 い そ の 費 用 を 試 算 し

て お 示 し す る 必 要 が あ る も の で す の

で、ご理解願います。  

 要旨２についてお答えします。まず、

環 境 影 響 評 価 の 進 捗 状 況 に つ い て で

すが、令和２年度は計画段階環境配慮

書 お よ び 環 境 影 響 評 価 方 法 書 に つ い

て公告・縦覧、意見募集や住民説明会

を開催し、各書に係る滋賀県環境影響

評価審査会での審査を終え、知事意見

を得ています。本年度におきましては、

環 境 影 響 評 価 方 法 書 に 基 づ き 現 況 調

査に着手しており、本年２月に猛禽類

の 繁 殖 確 認 の た め 先 行 し て 調 査 に 着

手して以降、翌３月には建設候補地内

に 地 上 気 象 と 上 層 気 象 の 観 測 機 器 の

設置を行い、通年調査を実施しており

ます。また、４月以降は動植物の生態

系や大気質、水質といった環境要素に

係 る 春 夏 秋 冬 ご と の 四 季 調 査 に 着 手

しております。このほか、夏、冬の２

季調査として、建設候補地を中心とし

た 半 径 ２ ｋ ｍ 範 囲 内 に お け る 煙 突 か

らの排ガスの拡散予測を行うため、人

体 に 影 響 の な い ト レ ー サ ー ガ ス の 放

出 に よ る 現 地 拡 散 実 験 を ７ 月 に 実 施

したほか、人と自然とのふれあい活動

の 場 の 調 査 と し て 荒 神 山 入 山 者 等 へ

の ア ン ケ ー ト 調 査 や 伝 承 文 化 の 調 査

も実施しています。本日までの現況調

査の結果としては、動植物調査におい

て、オオタカなど滋賀県レッドデータ

ブック 2020 年版で希少種に位置付け

られている種が確認されております。

なお、大気質などの現況は特に問題は

ございませんでした。大気質調査にお

きましては、候補地とその周辺の皆様

のご理解とご協力をいただき、お借り

し た 土 地 に 観 測 機 器 を 設 置 し て 調 査

してまいりました。現時点での課題・

問題点につきましては、現地拡散実験

の た め の 観 測 機 器 ２ 機 が 倒 さ れ る な

どの事案が発生しましたが、いずれの

ケ ー ス も 調 査 結 果 へ の 影 響 は ご ざ い

ませんでした。今後、秋冬の現況調査

を控えておりますことから、今後とも

候 補 地 周 辺 地 域 の 皆 様 の ご 理 解 と 協

力 を 得 ら れ る よ う 努 め て ま い り た い

と考えております。  

○議長（杉原祥浩君）  管理者。  

○管理者（和田裕行君） 要旨２につ

い て 管 理 者 と し て の 判 断 を お 答 え し

ます。現時点において課題や問題点は

ないとのことですので、このまま今後

の 環 境 影 響 評 価 の 進 捗 を 見 守 り た い

と考えております。また、来年度に公

告・縦覧を予定する環境影響評価準備

書 に 対 す る 滋 賀 県 環 境 影 響 評 価 審 査

会や知事意見に対しましては、適切か

つ 的 確 に 対 応 し て ま い り た い と 考 え

ております。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 要旨

３についてお答えします。令和２年度
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事 業 と し て 実 施 し ま し た 用 地 測 量 業

務については、候補地内に相続放棄さ

れ た 土 地 や 対 側 土 地 で 相 続 人 の 調 査

が困難な案件もありましたが、相続放

棄 地 に つ い て は 相 続 財 産 管 理 人 制 度

に よ り 当 該 土 地 の 管 理 者 と な る 相 続

財産管理人が選任され、今後も対応い

ただくことになっております。また、

対側土地の相続人の探索については、

日 数 は 要 し ま し た が 相 続 人 を 確 定 す

る と と も に 用 地 測 量 業 務 の 境 界 確 定

に 必 要 な 権 利 者 の 同 意 を 得 る こ と が

できたことなど、事業完了までに課題

となる事案の解消に努めたことから、

当 該 業 務 完 了 に 係 る 受 注 業 者 か ら の

報 告 に 課 題 や 問 題 点 は あ り ま せ ん で

した。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） 要旨２のとこ

ろですけど、アンケート調査がされて

いると言われました。荒神山を憩いの

場とし、また、ウォーキングの場とし

て 楽 し む 方 々 が 周 辺 な い し は 遠 い 所

から来られていると聞いています。そ

の 内 容 は 全 て ア ン ケ ー ト を さ れ て 調

査 を ま と め ら れ て い る の か ど う か お

聞きします。  

 そ れ か ら 、 猛 禽 類 が あ り ま し た 。

2020 年の県が発行されたレッドデー

タ ブ ッ ク に 記 載 を さ れ て い る 希 少 種

の確認がされたのですけど、さらに詳

しく調べた上で、どういう対応をする

のか、これが二点目です。  

 もう一つは、観測機が２機と言われ

ました。地図上のどこにかを口頭で説

明するのは難しいですけど、２機では

少ないのではないか。風は一定方向か

ら吹くものではありません。その点で、

今 後 増 設 を す る 計 画 が あ る の か な い

のか、どういう調査をされるのか改め

て確認します。  

○建設推進室長（杉山暢基君） 荒神

山に訪れた方へのアンケート調査は、

ど こ か ら ど う い っ た こ と を 目 的 と し

て 来 ら れ た の か と い う こ と を 調 査 し

たものであり、現在はコンサル会社の

方 で 調 査 の 結 果 を 取 り ま と め て い る

ところでございます。  

希少種の対応につきましては、来年

度に環境影響評価準備書を公告、縦覧

いたしまして、それに対する滋賀県環

境 影 響 評 価 審 査 会 の 方 で 対 応 を 求 め

ら れ る こ と に な っ て く る か と 思 い ま

すけど、希少種ということなので、全

て 対 応 を 求 め ら れ る と い う も の で は

ございませんので、ご意見いただきま

し た こ と に つ い て 適 切 に 対 応 し て ま

いりたいと考えております。  

 観 測 機 器 ２ 機 が 倒 れ て い た 件 に つ

きましては、これは２機だけ設置して

いるというものではなくて、実際は拡

散 実 験 を 行 う 前 に 実 験 日 の 風 向 き を

予測しまして一旦 70 地点に機器を設

置します。当日の風向きでその内の 30

地 点 に 絞 り ま し て 観 測 機 器 を 作 動 さ

せるという実験でございまして、その

30 地点には機器の不具合も起こるか

もしれないということで、それぞれの

地 点 で カ バ ー で き る よ う 多 め に 地 点

の設定をしておりますのでその 30 地
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点 の う ち の ２ 地 点 と い う こ と で ご ざ

います。これは、賀田山町内の２地点

ですが、それが欠測したところで、他

の 地 点 で カ バ ー で き た と い う こ と で

ございます。  

 猛 禽 類 の 希 少 種 に つ い て 滋 賀 県 環

境 影 響 評 価 審 査 会 で 来 年 度 に 対 応 を

求められますが、我々としてもどうい

った対応が必要かということは、考え

ておりますけども、実際にどのような

対応をしていくかについては、審査会

の 結 果 次 第 で 適 切 に 対 応 を さ せ て い

ただきたいと考えております。  

○議長（杉原祥浩君） 再々質疑、西

澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 要旨１のとこ

ろで回答がありました。しかし、あく

まで建設候補地なんです。不安定な状

況。つまり議会での承認の前提に財政

的 な 裏 打 ち の と こ ろ で の 根 拠 を 言 わ

れました。財政負担のところだけが集

中点で関心事になるわけです。和田新

市 長 が 財 政 負 担 の 問 題 に つ い て 大 き

く ク ロ ー ズ ア ッ プ し た 見 解 を 述 べ て

おられますが、それだけでなく安全か

ど う か そ れ か ら 住 民 の コ ン セ ン サ ス

が得られるかどうか、大変大きな課題

なんです。そういう点でも、環境影響

評 価 を 住 民 の 皆 様 が 関 心 を 持 っ て お

られます。候補地が以前３カ所が断念

になってきましたけども、こういうこ

とも十分考えられるとすると、その費

用 の 支 出 は 大 変 無 駄 に な っ て し ま う

というのが現実にあり得ます。そうい

う 点 で も こ の 支 出 は 本 来 計 上 す べ き

でなかったと思っていますけど、状況

が 進 行 し て い る 中 で こ の 状 況 を ど の

ように考えるのか。つまり、候補地の

場 所 が 不 安 定 な 段 階 で 支 出 を す る こ

と。つまり、次の段階に進む上で、ス

ムーズに次のステップに行く、竹原の

時は、そういう説明がよくありました。

だけども、住民の皆さんの納得が得ら

れず、断念となりましたし、議会も白

紙撤回の議決がなされました。そうい

う こ と も 十 分 あ り 得 る と い う こ と を

考えてどう思うか、見解をもう一度求

めます。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 西清

崎 の 環 境 影 響 評 価 の 業 務 も 西 清 崎 を

建 設 地 と し て 進 め て い く た め に 必 要

な 調 査 と い う こ と で 予 算 を お 認 め い

ただいておりますし、この基本設計等

の 業 務 は 概 算 費 用 を 積 算 し て い く 上

で 必 要 と な っ て く る も の で ご ざ い ま

すので、候補地が建設地として適切な

と こ ろ か ど う か 判 断 し て い く 材 料 の

一 つ と し て 必 要 な も の で あ る と 考 え

ておりますので、ご理解願います。  

○議長（杉原祥浩君） 以上で事前通

告があった質疑が終了しましたので、

議 案 第 ６ 号 に 対 す る 質 疑 を 終 結 い た

します。  

 これより討論を行います。討論はあ

りませんか。  

（「あり」と呼ぶ者あり）  

○議長（杉原祥浩君） では、暫時休

憩をいたしまして、討論の発言順位を

決めさせていただきます。  
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 暫時休憩いたします。  

 

〔午後 3 時 13 分休憩〕  

 

〔午後 3 時 21 分再開〕  

 

○議長（杉原祥浩君） 休憩前に引き

続き会議を開きます。討論の発言者が

２名おられますので、順次発言をして

いただきます。その順位は、５番  角

井英明君、６番  西澤伸明君とし、順

次発言を許します。  

 ５番  角井議員。  

○５番（角井英明君） 議案第６号の

反対討論です。理由は、決算書の 13 ペ

ージ節 12 委託料、 7,468 万 2,270 円

の 中 で 新 ご み 処 理 施 設 に 係 る 施 設 整

備・造成等基本設計業務、環境影響評

価業務など４業務に 6,224 万 1,270 円

が支出されていることです。先ほど議

論ありましたように、西清崎は現時点

であくまで建設候補地です。西清崎が

建 設 地 と し て 適 切 か ど う か 調 べ る 環

境影響評価業務が続いています。既に

終 わ っ て い る 軟 弱 地 盤 の 程 度 等 を 調

べ る 地 質 調 査 や 環 境 影 響 評 価 を 経 て

はじめて建設地になります。建設地と

して決定する前の施設整備・造成等基

本 設 計 業 務 や 用 地 測 量 業 務 は 時 期 尚

早と考えます。法務局にある地図と現

地 と の 違 い が あ る と 建 築 が で き な い

の で 地 図 訂 正 を 行 う 地 図 訂 正 業 務 も

そうです。既成事実がどんどん作られ

て、後戻りができなくなるのではない

かと危惧します。  

 もう一つの反対理由は、収入として

国 の 循 環 型 社 会 形 成 推 進 交 付 金 が

2,062 万 8 千円あることです。2008 年

の 環 境 省 の 循 環 型 社 会 へ の 新 た な 挑

戦の中には、循環型社会の姿として天

然資源の消費の抑制を図るために、１

番目リデュース・廃棄物等の発生抑制、

２番目リユース・再使用、３番目マテ

リアルリサイクル・再生利用、４番目

サーマルリサイクル・熱回収、５番目

適正処分としており、３Ｒを優先する

という位置付けを明確にしてます。西

清 崎 で 進 め ら れ て い る 新 ご み 処 理 施

設建設計画は、これら５つの中の４番

目 の サ ー マ ル リ サ イ ク ル を 進 め よ う

とするものであり、本来の循環型社会

形成には遠いものです。国は同じ年に

ご み を 燃 や し て 高 効 率 で 発 電 す る 高

効率ごみ発電を採用した場合、焼却施

設 建 設 費 用 の 交 付 金 額 を ３ 分 の １ か

ら２分の１に増やしています。財政措

置 に よ る ご み 焼 却 発 電 施 設 建 設 の 誘

導政策です。財政的にやり繰りが大変

な 多 く の 自 治 体 に と っ て は 魅 力 的 な

財 政 的 支 援 で 全 国 各 地 で 自 治 体 を こ

えた広域でのごみの一括処理、焼却炉

の大型化、ごみ発電機能を備えた最新

鋭の焼却炉建設がひろがりました。そ

の結果、どういう事が起こったか。ご

み 発 電 の た め に は カ ロ リ ー が 高 い 廃

プ ラ ス チ ッ ク ご み を 燃 や す こ と が 不

可欠。大型化した焼却炉を維持するた

めには燃やすごみが沢山必要。資源化

で ご み を 減 ら す と 燃 や す ご み が 足 ら

なくなり、焼却炉の安定した維持管理
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に支障をきたす。高効率発電を維持す

るためには、焼却カロリーが高い廃プ

ラの分別資源は考えられない等、環境

や自然保護、人の健康を守ることより

経 済 財 政 効 率 が 最 優 先 の 立 場 を と っ

て、廃棄物を分別せず焼却する方法に

大きく舵を切る自治体が増えました。

これでは、本当の意味での循環型社会

形成にはなりません。彦根市では西清

崎 で の 新 ご み 処 理 施 設 建 設 を め ぐ っ

て、先ほど出ましたように、荒神山を

利用している市民の中から、荒神山を

守る会が立ち上がって、住民自らが抜

本的なごみ減量に取り組むことで、現

在 進 め ら れ て い る 荒 神 山 の 麓 で の 新

ご み 処 理 施 設 の 見 直 し を 求 め る 運 動

が起こっています。こうした動きこそ

循環型社会形成だと考えます。ごみ発

電は、建設費用が高い上に高カロリー

で 燃 や す た め に 補 修 費 な ど 高 額 の 維

持管理費が必要です。自治体財政を圧

迫します。そうではなく、焼却炉に頼

らない、独自の資源循環のまちづくり

を 進 め る 自 治 体 が 各 地 で 現 れ て い ま

す。こうした動きこそ循環型社会形成

であり、交付金の対象とすべきです。

彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 で 進 め ら

れ て い る 新 ご み 処 理 施 設 建 設 が 本 当

の 意 味 で の 循 環 型 社 会 形 成 で は な い

と考えます。以上二つの理由で、議案

第６号に反対し討論とします。  

○議長（杉原祥浩君） ６番  西澤議

員。  

○６番（西澤伸明君） 私は、令和２

年 度 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 の 討

論を行います。決算認定に反対する理

由 を 以 下 述 べ ま す 。 歳 出 の 部 で 款 ２  

衛生費、節 12 委託料の施設整備・造

成等基本設計業務 2,514 万 6 千円に

ついてであります。本行政組合の新ご

み 処 理 施 設 整 備 事 業 で は 建 設 候 補 地

に西清崎・荒神山麓が決定され、環境

影 響 評 価 の 諸 手 続 き が 進 め ら れ て い

ます。しかし、あくまで候補地に過ぎ

ません。同僚議員がごみ搬入のアクセ

ス ル ー ト に つ い て の 情 報 公 開 請 求 で

人手した情報資料、令和２年６月１日

の協議録では、アセスの結果が出る令

和 ５ 年 に お い て 正 式 に 候 補 地 が 決 定

地 に な る と 行 政 組 合 の 説 明 と し て 記

述されています。続いて、アセスが終

わるまでは、あくまでも候補地であり

具 体 的 に 事 業 に 着 手 で き な い と 明 確

に説明されています。また令和２年６

月 11 日の協議録でも行政組合側は、

時間的な問題もあるが、今は候補地で

ある。建設地となるのはアセスを終え

た令和５年であり、それまでは事業に

かかれないのではと述べています。こ

の よ う に ア セ ス を 終 え る 令 和 ５ 年 ま

で は 具 体 的 な 事 業 に か か れ な い と し

ているにも関わらず、施設整備・造成

等 基 本 設 計 の 予 算 を 計 上 し 事 業 を 執

行 し て い る こ と は 建 設 地 で は な い に

も関わらず、既成事実を積み重ね、税

金の無駄使いになりかねず、当局の見

解・方針にも反することではないでし

ょうか。これを含んだ決算を承認する

ことはできません。  

次に、令和２年度の事業評価として、
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その他の主な問題点は次の事項です。

一つ目は、搬入道路・アクセスルート

です。先ほども引用した情報公開資料

のアクセス道路をめぐる協議録、令和

２年２月 18 日に広域組合側が環境影

響 評 価 の 方 法 書 作 成 ま で に 道 路 の ル

ー ト を 決 め る 必 要 が あ る と 述 べ て い

ます。ところが、荒神山を横断するト

ン ネ ル 案 の 白 紙 撤 回 に よ り 搬 入 ル ー

トは確定せず、搬入ルートは不明なま

まです。これは明らかに、この事業と

一 体 の 計 画 で あ る ア ク セ ス ル ー ト も

ア セ ス の 対 象 に し な け れ ば な ら な い

としているにも関わらず、一部が欠落

していることになり、現状では欠陥影

響評価と言わざるを得ません。  

二つ目は、基本計画で決定された西

清崎の候補地が１、土砂災害特別警戒

区域を含んでいること。２、地質調査

により 20ｍから 40ｍの軟弱地盤であ

り、地盤改良には膨大な費用がかかる

上、根本的な危険除去が可能かどうか

は 不 透 明 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い

る。３、浸水想定区域であること。２

ｍ の 盛 土 で は 解 消 が 疑 問 視 さ れ て い

る。４、市民の憩い・観光・信仰・自

然を阻害するなどです。  

三つ目は、本年６月、プラスチック

資源循環促進法が国会で成立し、政府

は 今 ま で の 方 針 を 大 き く 転 換 せ ざ る

を得なくなっています。既に 12 品目

の プ ラ ス チ ッ ク 類 の 製 造 を 規 制 す る

方針を環境省は出しています。そんな

中、熱効率を上げることを理由に廃プ

ラスチックも焼却することを念頭に、

処理能力２基・ 147 トンを基本的枠組

みにしていることは、脱炭素社会・地

球 温 暖 化 防 止 が 世 界 と 日 本 で 大 き く

な り つ つ あ る 流 れ に 逆 行 す る も の で

す。  

四 つ 目 は 基 本 計 画 を 手 掛 け た コ ン

サ ル 企 業 が 環 境 影 響 評 価 の 業 務 を 請

け負い、さらに施設整備・造成等基本

設計業務まで請け負っており、これで

公 正 な 環 境 影 響 評 価 が で き る の か 不

信・疑問を払拭することができません。 

最後に、去る７月 18 日開催された

荒神山守る会結成の集いでは、計画の

見直しを求めるとともに、ごみの分別、

思い切った減量・ごみ半減が呼び掛け

られました。住民、行政、事業所等の

協力で、ごみ半減を実現することがで

き る な ら ば 近 江 八 幡 市 の ご み 処 理 場

のように建設費は 60 億円で済みます。

また、ごみ処理施設の設置場所につい

て も 様 々 な 選 択 肢 が 生 ま れ る か と 思

います。私は、候補地としての荒神山

麓をやめて、ごみの大幅減量化を前提

に、現地建替も重要な選択肢の一つと

して、様々な克服すべき課題を真剣に

検 討 す る こ と を 提 起 し た い と 思 い ま

す。  

一方、４町のＲＤＦ方式は早くから

根 本 的 な 欠 陥 が 指 摘 さ れ て お り 、 容

器・包装廃プラスチックも焼却するこ

と を 大 前 提 に 成 り 立 っ て い る こ と な

どから、早々に４町のごみ行政の根本

的 な 見 直 し が 迫 ら れ る も の と 考 え ま

す。以上で令和２年度一般会計歳入歳

出決算認定に反対するものです。  
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○議長（杉原祥浩君） ほかに討論は

ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（杉原祥浩君） 討論なし認め

ます。これより採決を行います。議案

第６号  令和２年度（ 2020 年度）彦根

愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 歳 入

歳 出 決 算 に つ き 認 定 を 求 め る こ と に

ついて、原案のとおり認定することに

賛成の諸君の起立を求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（杉原祥浩君） ご着席願いま

す。起立多数であります。よって、議

案第６号  令和２年度（ 2020 年度）彦

根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 歳

入 歳 出 決 算 に つ き 認 定 を 求 め る こ と

に つ い て は 原 案 の と お り 認 定 さ れ ま

した。  

 

日 程 第 ７  議 案 第 ７ 号  令 和 ３ 年 度

（ 2021 年度）彦根愛知犬上広域行政

組合一般会計補正予算（第１号）  

○議長（杉原祥浩君） 次に、日程第

７、議案第７号  令和３年度（ 2021 年

度）彦根愛知犬上広域行政組合一般会

計補正予算（第１号）を議題といたし

ます。職員に議案を朗読させます。  

〔角川議会事務局次長朗読〕  

○議長（杉原祥浩君） 提案者の説明

を求めます。管理者。  

○管理者（和田裕行君） 議案第７号  

令和３年度（ 2021 年度）彦根愛知犬上

広域行政組合一般会計補正予算（第１

号）の概要につきまして、ご説明を申

し上げます。  

当初予算総額 6億 6,065万 9千円に対

しまして、歳入歳出それぞれ 353万 2千

円を増額し、予算総額を 6億 6,419万 1

千円とするものでございます。  

詳細につきましては、事務局からご

説明申し上げますので、よろしくご審

議のほどお願いいたします。  

○議長（杉原祥浩君） それでは、事

務 局 か ら の 詳 細 な 説 明 を 求 め ま す 。

総務課長。  

○総務課長（角川崇生君） それでは、

議案第７号  令和３年度（ 2021 年度）

彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計

補正予算（第１号）につきまして、ご

説明させていただきます。補正予算書

の１ページをお開き願います。  

 今 回 お 願 い い た し ま す 一 般 会 計 補

正予算につきましては、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ 353 万 2 千

円を増額し、総額を 6 億 6,419 万 1 千

円とするものでございます。２ページ、

３ ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 。 第 １ 表  

歳入歳出予算補正でございます。まず、

２ページの歳入でございますが、第１

款  分担金及び負担金、第２項  負担

金に増減はございません。第５款  繰

入金、第１項  基金繰入金につきまし

ては、補正前の額 3,131 万円に 353 万

2 千円を増額し、 3,484 万 2 千円とす

るものです。  

次に、３ページの歳出につきまして

は、第２款  衛生費、第１項  衛生管

理費につきまして、補正前の額 1 億

6,054 万 8 千円から 1,065 万 3 千円を

減額し、1 億 4,989 万 5 千円とするも
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の。また、第２項  保健衛生費につい

ては、補正前の額 4,989 万 1 千円に

1,418 万 5 千円を追加し、 6,407 万 6

千円とするものです。  

それでは、歳入、歳出それぞれの説

明につきましては、５ページから９ペ

ー ジ の 歳 入 歳 出 補 正 予 算 事 項 別 明 細

書により説明させていただきます。説

明につきましては、歳出から説明させ

ていただきますので、９ページをお願

いいたします。３  歳出におきまして、

第２款  衛生費、第１項  衛生管理費、

第１目  一般管理費につきまして、補

正前の額 1 億 5,619 万円から 1,065 万

3 千円を減額し、 1 億 4,553 万 7 千円

とするもので、給料をはじめとする人

件費に関して、当組合の本年度の人事

異動によりまして、体制に変更があっ

たことから、現体制で積算したことで

減額となったものです。内訳としまし

ては、第１節  報酬、第２節  給料、

第３節  職員手当等、第４節  共済費、

第８節  旅費、第 18 節  負担金、補

助及び交付金は体制変更による減額、

第 11 節  役務費の保険料につきまし

ては、公用車更新による保険料の増に

伴う 3 千円をお願いするもので、第 17

節  備品購入費につきましては、小八

木 中 継 基 地 に お い て 不 足 す る パ ソ コ

ンを１台購入する費用として 35 万円

をお願いするものです。次に、第２款  

衛生費、第２項  保健衛生費、第１目  

斎 場 管 理 費 に お い て 、 補 正 前 の 額

4,989 万 1 千円に 1,418 万 5 千円を追

加し、6,407 万 6 千円とするものです。

内訳として、第 10 節  需用費につき

まして、昨年秋の当初予算編成時に業

者による点検を実施し、その結果をも

と に 紫 雲 苑 火 葬 炉 設 備 の 修 繕 料 を 予

算化しておりましたが、４月に実施し

た 点 検 で 再 燃 炉 に お い て 早 期 に 修 繕

を実施する必要が生じたため、６基全

ての修繕に係る経費 1,760 万円をお

願いするものです。また、浄化槽にお

きまして、浄化槽膜の交換が必要とな

ったため 137 万 5 千円をお願いする

ものです。次の第 12 節  委託料は、

今 年 度 実 施 し た 休 日 等 火 葬 業 務 に 係

る 入 札 執 行 に よ る 事 業 費 の 確 定 に よ

り、467 万 1 千円の減額をお願いする

ものです。最後に第 13 節  使用料及

び賃借料は、複合機の更新によるリー

ス料の確定に伴い、 11 万 9 千円の減

額をお願いするものです。  

次に、10 ページから 12 ページにつ

きましては、補正予算給与費明細書で

ございまして、会計年度任用職員を含

む一般職の報酬、給料、職員手当、共

済費の内訳となっております。特別職

の補正増減はございません。  

それでは、歳入のご説明をいたしま

すので、お戻りいただきまして、７ペ

ージをお願いいたします。２．歳入に

つきまして、第１款  分担金及び負担

金、第２項  負担金、第１目  負担金

につきましては、増減はございません

が、今回の補正予算に伴い、各管理運

営費の組み替えを行いました。この運

営費負担金の内訳につきましては、説

明欄に記載のとおりでございます。な
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お、この負担金につきましては、１市

４町構成市町ごとに斎場管理分、投棄

場管理分、中継施設管理分、建設推進

室 分 に 区 分 け を し て 計 算 さ せ て い た

だいております。次に、８ページをお

開き願います。第５款  繰入金、第１

項基金繰入金、第１目  財政調整基金

繰 入 金 に つ き ま し て は 、 補 正 前 の 額

2,003 万 4 千円に 353 万 2 千円を追加

し、 2,356 万 6 千円とするもので、こ

れは、火葬炉設備等の修繕に伴い不足

する分について、財政調整基金からの

繰り入れをお願いするものです。  

以上、補正予算の説明でございます。

よろしくお願いいたします。  

○議長（杉原祥浩君） これより質疑

を行います。質疑の通告書が提出され

ておりませんので、質疑なしと認めま

す。  

以 上 で 議 案 第 ７ 号 に 対 す る 質 疑 を

終結いたします。  

 これより討論を行います。討論は、

ございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（杉原祥浩君） 討論なしと認

め、討論を終結いたします。  

 これより採決を行います。議案第７

号  令和３年度（ 2021 年度）彦根愛知

犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算

（第１号 )を原案のとおり決すること

に、賛成の方々の起立を求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（杉原祥浩君） ご着席くださ

い。起立全員であります。よって、議

案第７号  令和３年度（ 2021 年度）彦

根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 補

正予算（第１号）は、原案のとおり可

決されました。  

暫時休憩いたします。  

 

〔午後 3 時 45 分休憩〕  

 

〔午後 3 時 50 分再開〕  

 

○議長（杉原祥浩君） 休憩前に引き

続き会議を開きます。  

日程第８  一般質問  

○議長（杉原祥浩君） 次に、日程第

８、定例会でありますので、当組合所

管事項に対する一般質問を行います。 

 一 般 質 問 の 発 言 通 告 書 が ４ 名 の 方

から提出されておりますので、順次発

言を許します。その順位は、５番  角

井英明君、 13 番  小川隆史君、 15 番  

伊藤容子さん、６番  西澤伸明君とし

ます。  

 なお、一括質問、一括答弁ですので、

質問者は一括で質問してください。  

 ５番  角井英明君。  

○５番（角井英明君）  一つ目です。

信 仰 の 山 で あ り 自 然 豊 か な 荒 神 山 で

の施設建設について。西清崎が建設候

補地に決まったとき、隣接する荒神山

神 社 に 配 慮 し て 施 設 の 色 等 配 慮 す る

とされました。しかし、長い歴史があ

り 信 仰 の 山 と い っ て よ い 荒 神 山 の 麓

での建設は、どのような対策を講じて

もそぐわないと考えます。歴史や信仰

は目に見えません。だからこそ敬けん

な気持ちで再考すべきです。今回の計
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画 の よ う に 神 社 や 国 定 公 園 の す ぐ そ

ば に 焼 却 場 が 建 っ て い る と こ ろ が あ

るのか教えてください。  

 人 工 的 な 生 き に く い 社 会 を つ く っ

てきたからか、健康志向、自然志向が

強まっています。ウォーキングを楽し

む人が増えています。緑の中でおいし

い空気を吸ってリフレッシュする。彦

根 市 の 計 画 で も 市 民 が 憩 え る 場 所 に

す る と 位 置 付 け ら れ て い る 荒 神 山 で

す。市民にとって大切な場所であり、

今後もそうしていくべきであり、その

た め に も 候 補 地 の 再 検 討 が 必 要 だ と

考えます。見解を伺います。  

 二つ目です。ごみ分別方法統一化等

検討委員会の進捗状況は。一般廃棄物

処理基本計画の改定に併せ、広域での

処 理 施 設 建 設 を 進 め る た め に １ 市 ４

町 の ご み 分 別 の 統 一 が 必 要 と い う こ

とで、ごみ分別方法統一化等検討委員

会が立ち上がっています。今までの広

域議会の答弁によれば、既に統一化が

終わっているはずです。遅れている原

因と現在の議論の到達点、これからの

スケジュールを示してください。  

 広 域 組 合 の 建 設 推 進 室 も メ ン バ ー

に入ってますが、推進室としてどう進

め た い と 考 え て い る の か 教 え て く だ

さい。  

 異 常 気 象 が 世 界 各 地 で 起 こ っ て い

ます。地球温暖化がその原因だとＩＰ

ＣＣも断定しています。状況は、そう

断 定 せ ざ る を 得 な い と こ ろ ま で 来 て

います。世界の英知を傾けて温暖化を

防止しなければならないときに、熱回

収はそぐわないと考えます。見解を伺

います。  

 三つ目です。容器包装プラスチック

は資源化か、熱回収か。この問題をコ

スト面だけで考えてよいのか。建設推

進室からの報告事項によれば、将来的

な 当 圏 域 内 の 財 政 状 況 な ど か ら 考 え

ると、資源化する方が 20 年間で約 40

億円費用が多くかかるとあります。標

題２と関係しますが、費用負担も大事

ですが、地球環境はそれ以上に大切で

資源化が求められていると考えます。

見解をお願いします。  

 資源化する方が 20 年間で約 40 億

円 費 用 が か か る と い う 見 解 を 補 強 す

るために、人口減少で個人住民税が約

３億円減少すること、高齢化が進み介

護保険事業に係る費用が増加、10 年後

に は 約 ５ 億 円 の 介 護 保 険 事 業 費 が 増

える予測になるとあります。熱回収す

る 根 拠 と し て 介 護 保 険 事 業 費 を 持 ち

出 し て い る こ と に 大 き な 違 和 感 が あ

ります。見解を伺います。  

 ご み 問 題 研 究 者 の 岩 佐 恵 美 さ ん は

こう指摘しています。焼却炉を縮小し、

建設費もランニングコストも削減し、

浮 い た お 金 で 福 祉 や 教 育 な ど の 住 民

サ ー ビ ス を 向 上 さ せ よ う と い う 取 り

組みも始まっています。今、彦根市民

の 中 か ら ご み 減 量 の 意 識 が 高 ま っ て

います。ご存知のように、最近立ち上

が っ た 荒 神 山 を 守 る 会 の 方 針 の 一 つ

は、ごみを２分の１に減量するという

ものです。こういう動きを励まし、焼

却 炉 の 縮 小 を リ ー ド す る の も 建 設 推
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進室の役割だと考えます。見解をお願

いします。  

ごみ減量に市民と一緒に取り組む。

プ ラ ス チ ッ ク ご み の 発 生 抑 制 に 率 先

して取り組む役割が、１市４町のごみ

処 理 を 束 ね る 建 設 推 進 室 に あ る と 思

います。2018 年改定の彦根市一般廃棄

物処理基本計画には、特にごみのリデ

ュ ー ス ・ 発 生 抑 制 や 製 品 等 の リ ユ ー

ス・再使用の２Ｒの取り組みを優先的

に進め、次に、再生利用・リサイクル

を進めるために市民、市民団体、事業

者、市の主体が協働してごみの減量・

資源化を推進します。なおもごみとし

て 処 理 せ ざ る を 得 な い も の に つ い て

は、生活環境の保全や公衆衛生の向上

を図りながら、環境にできるだけ負荷

を か け な い よ う 適 正 に 処 理 し て い き

ますとあります。熱回収は環境に負荷

をかけるのではないでしょうか。見解

をお願いします。  

最後です。2019 年から始まっている

西 清 崎 町 自 治 会 と の ま ち づ く り 事 業

プラン作成に向けての協議について。

事務報告書には、地域振興策を実施す

るために必要となる、まちづくり事業

プランの作成に向けた協議を 2019 年

11 月から開始したとあります。建設地

と し て 決 定 し て い な い 段 階 で の ま ち

づくり事業プラン作成は、既成事実を

作 っ て し ま え ば 後 は や る し か な い と

い う 考 え を 生 ん で し ま う の で は と 思

います。環境影響評価等、正当な手順

を 踏 み 建 設 地 と し て 決 ま っ て か ら で

も遅くないと考えます。コロナ禍で中

断しているとのことですが、今までの

議論と合わせて見解をお願いします。 

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 標題

１の要旨１についてお答えします。信

仰心については、千差万別であり信仰

心 の み を 根 拠 と し て 圏 域 内 全 て の 住

民 が 利 用 さ れ る こ と と な る ご み 処 理

施 設 建 設 候 補 地 を 再 検 討 す る こ と は

適切ではないと考えております。しか

しながら、荒神山を愛し、信仰の山と

し て 崇 敬 さ れ て い る 方 々 が 多 く お ら

れるということは事実ですので、施設

の 配 色 な ど に よ る 荒 神 山 麓 と の 調 和

はもちろんのことですが、環境学習や

避難場所としての機能、地域振興・観

光 振 興 と も 結 び つ く よ う な 取 り 組 み

を実施することで、施設供用開始後に

は、この場所に施設が整備されて良か

ったと思っていただけるよう、ごみ処

理 と い う 機 能 以 外 の 面 で も 貢 献 で き

る 施 設 と し て ま い り た い と 考 え て お

りますので、ご理解願います。また、

全国的には、神社や国定公園のそばに

ご み 処 理 施 設 が 整 備 さ れ て い る 事 例

はございます。神社で言えば、近隣府

県 に お い て は 施 設 か ら 直 線 距 離 で 数

百 ｍ 以 内 の 地 点 に 神 社 が 存 在 す る 施

設がいくつかございます。一方、国定

公園で言えば、近隣府県においては国

定 公 園 区 域 内 に 建 設 さ れ て い る 施 設

がいくつかございます。このようなこ

とから、議員のご指摘いただいている

理由をもって、現在の建設候補地の再

検討は考えておりませんので、ご理解
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願います。  

 標 題 １ の 要 旨 ２ に つ い て お 答 え し

ます。新ごみ処理施設からの排ガスに

ついては、法律に定められた公害防止

基 準 よ り も 下 回 る 自 主 基 準 値 を 設 け

て管理・運営することとなりますので、

荒 神 山 周 辺 を ウ ォ ー キ ン グ さ れ る

方 々 の 健 康 に 影 響 を 与 え る よ う な こ

とはございません。また、先の答弁で

も申しましたとおり、新たなごみ処理

施設には、環境学習や避難場所として

の機能、地域振興・観光振興とも結び

つくような取り組みを実施するほか、

荒 神 山 周 辺 を ウ ォ ー キ ン グ さ れ る

方 々 に も 利 用 い た だ け る 駐 車 場 を 整

備することも検討しており、施設供用

開始後には、この場所に施設が整備さ

れ て 良 か っ た と 思 っ て い た だ け る よ

う、ごみ処理という機能以外の面でも

貢 献 で き る 施 設 と し て ま い り た い と

考えておりますので、ご理解願います。 

 標 題 ２ の 要 旨 １ に つ い て お 答 え し

ます。１市４町の分別区分の統一につ

いて、これまでの答弁では、令和２年

度 末 に 予 定 さ れ て い た 各 市 町 の 一 般

廃棄物処理基本計画の改定に併せ、そ

の 中 で 分 別 区 分 の 統 一 や 廃 棄 物 の 減

量 目 標 値 を 定 め て い た だ く 必 要 が あ

るとご説明してまいりました。１市４

町廃棄物行政担当課では、令和元年度

か ら 分 別 区 分 の 統 一 に 向 け た 検 討 が

始められ、まずは、令和３年度から愛

荘 町 を 含 め た 不 燃 ご み 処 理 に 向 け た

分別統一の協議から始められました。

その後、令和２年度に１市４町で策定

す る 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 一 般 廃 棄 物 処

理基本計画において、新ごみ処理施設

で 容 器 包 装 プ ラ ス チ ッ ク を 燃 や し て

熱 回 収 す る か 、 あ る い は 燃 や さ ず 分

別・資源化するか等の処理方針を決定

していくために、昨年９月から 10 月

に か け て １ 市 ４ 町 で プ ラ ス チ ッ ク 類

の 処 理 に つ い て 問 う 住 民 ア ン ケ ー ト

調査を実施されたところ、彦根市は分

別・資源化、４町は熱回収に積極的な

回 答 が 多 数 と な り 彦 根 市 と ４ 町 で 異

なる結果となったとのことです。この

結果を受け、昨年 11 月に開催された

彦 根 市 廃 棄 物 減 量 等 推 進 審 議 会 に お

いて、プラスチック類の処理方針決定

ま で を 含 め た １ 市 ４ 町 の 基 本 計 画 を

令 和 ２ 年 度 中 に 策 定 す る に は 時 間 的

に無理があると判断されたことから、

１市４町で協議をされた結果、令和２

年 度 末 改 定 と な っ て い た ４ 町 の 現 行

計 画 を １ 年 延 長 す る こ と と さ れ ま し

た。当組合としましては、遅くとも令

和 ３ 年 ７ 月 ま で に プ ラ ス チ ッ ク 類 の

処 理 方 針 の 決 定 を 必 要 と し た こ と か

ら、１市４町の協議の場としてごみ分

別 方 法 統 一 化 等 検 討 委 員 会 を 立 上 げ

られ、彦根市廃棄物減量等推進審議会

に 先 行 し て 処 理 方 式 案 を 決 定 し た 上

で、それをもとに令和４年度からの統

一 化 計 画 を 策 定 し て い く こ と が 現 実

的 で あ る と の 判 断 に 至 っ た と の こ と

です。よって、これらのことから、１

市 ４ 町 全 体 の 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計

画 の 策 定 が 令 和 ４ 年 ３ 月 を 予 定 さ れ

ていることから、現在のところ新ごみ
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処 理 施 設 供 用 開 始 後 に お け る 分 別 区

分の統一が済んでいない状況です。  

今後のスケジュールとしては、各市町

に お い て 審 議 会 等 の 場 で 計 画 内 容 の

審議が行われるとともに、統一化等検

討委員会においても計画（案）の確認

などが行われ、意見公募手続きに入っ

て い か れ る 予 定 で あ る と お 聞 き し て

おります。  

 標 題 ２ の 要 旨 ２ に つ い て お 答 え し

ます。彦根市が中心となり１市４町で

進 め ら れ て い る ご み 分 別 方 法 統 一 化

等検討委員会には、建設推進室はオブ

ザ ー バ ー と し て 参 画 さ せ て い た だ い

ております。推進室としましては、当

該 検 討 委 員 会 で 分 別 区 分 の 統 一 を 協

議されるための検討資料として、新ご

み 処 理 施 設 整 備 連 絡 協 議 会 で 実 施 し

た 新 ご み 処 理 施 設 で の 容 器 包 装 プ ラ

ス チ ッ ク の 処 理 方 式 に 対 す る 意 向 調

査の結果を提供いたしました。１市４

町 の 分 別 区 分 の 統 一 や 減 量 目 標 の 設

定については、あくまで１市４町の統

一化等検討委員会の委員が、将来的な

地 球 環 境 や 各 市 町 の 財 政 状 況 を 視 野

に入れて決められるものであり、その

内 容 を も と に 各 市 町 の 一 般 廃 棄 物 処

理 基 本 計 画 が 定 め ら れ る も の と な り

ますので、当組合としましては、その

方 向 性 が 定 ま っ た 時 点 で 新 ご み 処 理

施設での処理方式を決定し、施設整備

を進めたいと考えております。  

 標 題 ２ の 要 旨 ３ に つ い て お 答 え し

ます。熱回収については、国内や海外

に お い て Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 の 削 減 に 寄 与

で き る 手 法 と し て 焼 却 施 設 に 取 り 入

れられているものですので、ご理解願

います。  

 標 題 ３ の 要 旨 １ に つ い て お 答 え し

ます。議員ご指摘の 20 年間で約 40 億

円 費 用 が 多 く か か る と い う 部 分 に つ

きましては、全員協議会が中止となっ

た こ と で 議 員 の 皆 様 に 配 布 さ せ て い

ただいた、建設推進室からの報告事項

の内容にあるものですが、この数値に

つきましては、第２回１市４町の統一

化 等 検 討 委 員 会 で 使 用 さ れ た 資 料 を

もとに、当組合の第４回施設整備連絡

協議会でご説明した内容となります。 

施設整備連絡協議会では、新ごみ処理

施 設 で の 容 器 包 装 プ ラ ス チ ッ ク の 処

理方式について、建設候補地周辺住民

の 代 表 と な る 委 員 の ご 意 向 を 確 認 す

るため、ご指摘いただいている数値の

ほか、容器包装プラスチックを焼却し

て 熱 回 収 す る 場 合 と 資 源 化 す る 場 合

のＣＯ２排出量の差や、来年４月にプ

ラ ス チ ッ ク に 係 る 資 源 循 環 の 促 進 等

に 関 す る 法 律 で 資 源 化 が 求 め ら れ て

いることなどをご説明し、地球環境面

と財政面を考慮した上で、あくまで総

合 的 に 判 断 い た だ く た め の 材 料 と し

て数値を示したものですので、ご理解

願います。  

 標 題 ３ の 要 旨 ２ に つ い て お 答 え し

ます。ご質問の数値や内容は、先ほど

も 申 し ま し た １ 市 ４ 町 の 第 ２ 回 統 一

化 等 検 討 委 員 会 で 使 用 さ れ た 資 料 を

もとに、施設整備連絡協議会でご説明

させていただいたもので、建設候補地



  26 

周辺住民の代表となる委員に対し、今

後、当圏域内においては、人口が減少

する傾向にあり、それに伴いごみの総

量は減っていくことになりますが、個

人 住 民 税 に よ る 税 収 入 も 減 少 す る 予

測となること、一方、高齢化が進むこ

と で 介 護 保 険 事 業 費 が 増 加 す る こ と

など、彦根市の将来的な財政状況も視

野 に 入 れ て い た だ く た め の 資 料 と し

たものです。今後、ひっ迫することが

予想される財政状況のなかで、廃棄物

を適正に処理し、ＣＯ２の排出削減に

も寄与しながら、ごみ処理経費を抑え

る こ と も 重 要 な 課 題 で あ る と い う こ

とも含め、総合的に判断いただくため

に は 必 要 な 情 報 で あ っ た も の と 考 え

ておりますので、ご理解願います。  

 標 題 ３ の 要 旨 ３ に つ い て お 答 え し

ます。岩佐さんが指摘されているとお

り、ごみの減量を進めることができれ

ば、焼却炉の規模を小さくし、建設費

や ラ ン ニ ン グ コ ス ト も 抑 え る こ と が

できます。これまでも各市町において

は、ごみの減量化に向けた様々な情報

発信や取り組みがなされ、彦根市にお

いては、平成 26 年度時点から令和元

年度までに約 6,000t の燃やすごみの

減量に成功されていますが、これは彦

根 市 清 掃 セ ン タ ー に 持 ち 込 ま れ る 事

業 系 一 般 廃 棄 物 の 中 か ら 不 適 物 を 排

除した結果であり、家庭系ごみについ

て は 減 量 化 が 進 ん で い る 状 況 と は 言

えません。また、４町においては、平

成 26 年度から一人当たりの年間燃や

す ご み 排 出 量 は 年 々 増 加 し て い る 傾

向にあります。家庭から排出するごみ

の量を減らすためには、住民一人ひと

りの意識改革と覚悟が必要となり、そ

のためには、各市町において抜本的な

廃 棄 物 行 政 の 改 革 と ご み 量 削 減 の た

めの積極的な啓発が必要と考えます。

現 在 も 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 の 策

定 に 向 け て 減 量 目 標 値 の 検 討 が さ れ

ていますが、無理な減量目標を掲げ、

施設規模を小さくすれば、目標が達成

で き な い 場 合 に 処 理 能 力 が 不 足 す る

事態に陥ることになります。また、先

の答弁でも申しましたように、将来的

な社会情勢や財政状況を鑑みれば、現

時 点 で ご み 処 理 経 費 に 多 額 の 費 用 を

投資するような施設を整備すれば、将

来 的 に 福 祉 事 業 等 に 充 て ら れ る 経 費

が縮減され、その結果、住民の負担が

増えることも考えられます。よって、

建設推進室としましては、各市町には

ご み の 減 量 に よ る 建 設 費 等 の 削 減 と

将 来 的 な 財 政 状 況 を 鑑 み た 処 理 方 式

に つ い て 慎 重 に ご 審 議 い た だ く よ う

お願いし、今年度末に一般廃棄物処理

基 本 計 画 の 方 向 性 が 定 ま っ た 時 点 で

処 理 方 式 や 施 設 規 模 を 決 定 し て ま い

りたいと考えておりますので、ご理解

願います。  

 標 題 ３ の 要 旨 ４ に つ い て お 答 え し

ます。これまでの答弁でも申してきま

したように、建設推進室は各市町のご

み処理を束ねるような役割ではなく、

１ 市 ４ 町 の ご み 処 理 施 策 に 沿 っ た 施

設を整備する役割を担っており、今後

も １ 市 ４ 町 と は 連 携 を 密 に し て 取 り
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組 み を 進 め て ま い り た い と 考 え て お

ります。なお、熱回収については、ご

み を 焼 却 す る 際 に 発 生 す る 熱 を 利 用

することで、ＣＯ２削減に寄与できる

ものですので、ご理解願います。  

 標 題 ４ の 要 旨 １ に つ い て お 答 え し

ます。平成 27 年 10 月から彦根愛知犬

上 地 域 で の ご み 処 理 施 設 建 設 候 補 地

を公募した際の公募要項には、地域振

興策の支払開始時期については、新ご

み 処 理 施 設 の 建 設 予 定 地 の 用 地 買 収

が全て完了し、予算措置が講じられた

初 年 度 か ら 支 払 い を 開 始 す る こ と と

されています。こうしたことから、最

終的な環境影響評価書の縦覧を終え、

順 調 に 用 地 買 収 が 進 め ば 令 和 ６ 年 度

か ら 地 域 振 興 策 に 係 る 支 払 い を 開 始

することになると考えており、それま

でに西清崎町自治会には、まちづくり

事業プランを策定いただき、当組合お

よ び 各 市 町 の 関 係 担 当 課 長 か ら 構 成

す る 審 査 委 員 会 で 事 業 内 容 等 の 審 査

を経る必要がございます。これまで、

西 清 崎 町 自 治 会 の 建 設 推 進 委 員 ７ 名

との協議では、地域の課題等を洗い出

し、課題解決のための方策や地域の利

点 を 活 か し た 地 域 振 興 の ア イ デ ア な

ど を ワ ー ク シ ョ ッ プ 形 式 で 一 旦 全 て

出し合い、現在はそれらを取りまとめ

ている段階です。今後は、建設推進委

員だけではなく、自治会内の皆さんに

も ご 意 見 を お 聴 き す る こ と も 必 要 で

あり、全ての事業が出揃った時点で概

算 費 用 を 算 出 し て い く こ と に な り ま

すが、事業の優先順位付けや事業を実

施 す る た め の 対 策 を 事 前 に 検 討 し て

おくことも必要となることから、まち

づ く り 事 業 プ ラ ン の 作 成 に は か な り

の時間を要し、審査委員会での指摘に

よる修正等も想定しますと、候補地の

段 階 か ら 協 議 を 進 め る 必 要 が ご ざ い

ますので、ご理解願います。  

なお、万が一建設地とならないよう

な事態が生じた場合は、西清崎町自治

会 に 対 す る 地 域 振 興 策 は 講 じ ら れ な

い 旨 は ご 理 解 い た だ い て い る も の で

す。以上です。  

○議長（杉原祥浩君）  角井君。  

○５番（角井英明君） 一つ目ですけ

ど、神社から数百ｍのところにあると

言われたんですけど、具体的にどこか

教えてもらいたいと思います。先ほど、

西 澤 議 員 の と き に ア ン ケ ー ト 調 査 で

ど こ か ら 来 た か と か 目 的 と か 荒 神 山

で ウ ォ ー キ ン グ さ れ る 方 に ア ン ケ ー

ト を し て コ ン サ ル が 取 り ま と め て と

言われたんですけど、その中で荒神山

の 麓 と か 神 社 の そ こ ら 辺 の ア ン ケ ー

トがあれば教えてほしいと思います。 

 二つ目ですけど、一般廃棄物処理基

本計画がなかなか決まらないのは、委

員 の 中 で い ろ ん な 意 見 が あ っ て １ 年

延 長 す る と な っ た と 言 わ れ た と 思 う

んですけど、多様な意見があっていい

と思うんですが、地球環境とかそうい

うことを考えていくと、今の答弁では

熱 回 収 も あ り だ と い う よ う に 言 わ れ

たんですけど、熱回収をしない方が地

球環境に僕は良いと思うので、そこら

へ ん の 見 解 を も う 一 度 お 願 い し た い
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と思います。  

今 年 の １ 月 に 国 の プ ラ ス チ ッ ク 資

源 循 環 戦 略 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ の 会

議の中で、環境省から容器リサイクル

法 に 則 し て リ サ イ ク ル す る 方 が 発 電

を 伴 う ご み 焼 却 よ り Ｃ Ｏ ２ 削 減 効 果

が ２ 倍 以 上 高 か っ た と い う こ と が 示

されています。６月４日には政府の参

考 人 が 自 治 体 の 焼 却 炉 に お い て 石 油

か ら 作 っ た プ ラ ス チ ッ ク を 今 と 同 じ

よ う に 燃 や し 続 け る こ と は で き な い

と 回 答 し て 環 境 大 臣 も 熱 回 収 を 最 小

化 さ せ て い く と い う 答 弁 も さ れ て い

ます。地球的な規模で考えたり、将来

の こ と を 考 え る と 熱 回 収 は ど う か な

と思うので、審議会の委員の中にもそ

う い う 意 見 が 多 い か ら １ 年 延 長 に な

っているのかと思ったりするので、も

う 一 度 そ こ ら へ ん の 見 解 を お 願 い し

ます。以上です。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） まず、

神 社 の 事 例 と し て 数 百 ｍ の 地 点 に あ

るごみ処理施設ということですが、こ

の辺りの府県では、京都市の南部クリ

ーンセンターさんが最も近く約 220ｍ

くらいのところに神社がございます。 

アンケート調査についてですが、ど

こ か ら 来 ら れ た 方 が ど の よ う に 荒 神

山 を 利 用 さ れ て い る か と い う こ と を

調査したものでございますので、ごみ

処 理 施 設 と 絡 め た よ う な 内 容 で は ご

ざいませんので、ご理解いただきます

ようよろしくお願いいたします。  

 熱 回 収 を し な い 方 が よ い と い う 角

井 議 員 の ご 意 見 を 頂 戴 し た の で す け

ども、余熱回収をしていくのかリサイ

ク ル を し て い く の か と い う と こ ろ に

つきましては、これからも統一化等検

討委員会では、様々な資料をもとにこ

の 圏 域 に お い て ど ち ら で 処 理 し て い

く の が 良 い の か と い う と こ ろ を 住 民

目 線 か ら 見 て 検 討 い た だ く よ う な も

のでございますので、住民の皆さんが

最 終 的 に 判 断 さ れ る 処 理 方 式 と い う

こ と で 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 で も

そ の よ う な か た ち で 示 さ れ て く る こ

とになると思いますので、我々はその

施設、一般廃棄物処理基本計画に示さ

れ る 処 理 方 式 に 沿 っ て ご み 処 理 施 設

を 整 備 し て い き た い と 考 え て お り ま

すので、ご理解お願いします。  

 リ サ イ ク ル す る 方 が Ｃ Ｏ ２ 削 減 効

果が高いということについては、勿論

その通りでございます。削減効果が高

いということでございます。その削減

効果の差というのが、２倍くらいとい

う こ と で ご ざ い ま す け ど も 削 減 で き

る Ｃ Ｏ ２ 量 の 差 と い う の を 人 口 的 に

いうと、この圏域ですと大体 1,000 人

から 1,200 人までくらいの人が年間

に 出 さ れ る 量 と い う よ う な と こ ろ と

お聞きしておりますので、そのあたり

に つ い て も 審 議 会 で は 考 慮 い た だ い

て 処 理 方 式 が 決 定 さ れ て く る も の と

考えておりますので、ご理解いただき

ますようお願いいたします。  

○議長（杉原祥浩君）  角井君。  

○５番（角井英明君） ごみの分別で

すけど、資源化と焼却それが同じくら
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いの数でずっと平行線をたどって、決

め な い と い け な い 期 限 が き た と き に

は、どういうふうになっていくのか、

そこだけ教えもらえませんか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 最終

的に判断させていただくのは、一般廃

棄 物 処 理 基 本 計 画 を 我 々 は 見 さ せ て

い た だ く と い う か た ち に な る ん で す

けども、各市町で進められています検

討委員会であったり、その検討委員会

で の 検 討 結 果 を も と に 各 市 町 の 廃 棄

物 行 政 に 関 す る 審 議 会 等 で そ れ も 参

考 に し な が ら 分 別 す る の か 熱 回 収 す

る の か と い う の が 決 定 さ れ て い く こ

とになりますけども、もちろん今年度

に 基 本 計 画 を 策 定 さ れ る と い う こ と

でございますので、それまでにその処

理 方 針 と い う の は 決 め て い た だ け る

ものと、また、パブリックコメントも

実 施 さ れ る と い う よ う に お 聞 き し て

おりますので、そこで我々としまして

も 処 理 の 方 向 性 と い う の が 見 え て く

るのかなと感じております。  

 

○議長（杉原祥浩君） 13 番  小川君。 

○ 13 番（小川隆史君） それでは、私

の方から、新ごみ処理施設について要

旨を三つお願いしております。  

 一つ目でございますが、彦根市清掃

セ ン タ ー で は 本 年 度 大 規 模 な 修 繕 が

あり、新ごみ処理施設の早期整備が望

まれています。建設地の決定時期、今

後の調査、整備の時期、内容を具体的

にお示しいただきたいと思います。  

 要旨２でございますが、先ほど角井

議 員 の 質 問 で 理 事 者 か ら 説 明 が あ り

ましたので、私は結構です。割愛させ

ていただきます。  

 要旨３でございますが、ごみ行政に

おいて最も重要事項は、ごみ削減であ

ります。ごみ処理だけでなく、環境学

習等ができ、子育てにも利活用できる

施設整備が必要だと考えますが、その

考え方を教えてください。どうぞよろ

しくお願いいたします。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 標題

１の要旨１についてお答えします。こ

れ ま で 建 設 地 と し て 決 定 す る 時 期 に

ついては、滋賀県による環境影響評価

の審査を受け、指摘事項や意見に対す

る考え方や対応策を示し、現建設候補

地 で の 施 設 建 設 に 問 題 が な い と 判 断

さ れ た 時 点 で 決 定 し て い く 旨 を ご 説

明してきました。現時点では、環境影

響 評 価 の 最 終 段 階 と な る 環 境 影 響 評

価書の公告・縦覧を令和５年９月に予

定しておりますが、評価書の公告・縦

覧 に 合 わ せ て 各 市 町 で 都 市 計 画 決 定

がされることになるため、評価書の公

告・縦覧を開始する令和５年９月まで

には、当組合として現建設候補地を建

設 地 と し て 事 業 を 進 め る こ と が 決 定

されている必要があります。しかしな

がら、これまでの当組合議会における

議論では、建設地となっていない段階

において、現建設候補地で事業を進め

る 調 査 や 設 計 な ど の 予 算 に 反 対 す る

ご意見等もあり、今後、本格的に施設
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整 備 事 業 を 進 め る に 当 た っ て 支 障 が

生じ、事業が計画的に進められないこ

とも想定されますことから、環境影響

評 価 で の 滋 賀 県 環 境 影 響 評 価 審 査 会

および滋賀県知事の意見に対しては、

今 後 も 適 切 か つ 的 確 に 対 応 し て い く

ことを前提として、令和 11 年度の供

用開始を遅らせないためにも、建設候

補 地 か ら 建 設 地 と す る 議 案 を で き る

だけ早い時期に提案し、議員の皆様の

承認を賜りたいと考えております。次

に、今後の調査関係についてですが、

地 質 調 査 や 地 歴 調 査 に つ い て は 令 和

元年度で終えており、今年の春からは、

環 境 影 響 評 価 に 係 る 動 植 物 や 大 気 質

などの現況調査を実施しています。こ

の １ 年 を 通 し た 現 況 調 査 を 終 え ま し

たら、建設候補地での調査関係は全て

終了となります。次に、施設整備の時

期ですが、環境影響評価を終えて都市

計 画 決 定 が さ れ て か ら 入 札 な ど に よ

り 事 業 者 を 決 定 し て い く こ と と な る

ため、工事に着手できるのは、現時点

の ス ケ ジ ュ ー ル で は 令 和 ６ 年 ７ 月 頃

からとなります。まずは地盤改良や盛

土などの造成工事に１年半程度かけ、

そ の 間 に 落 札 事 業 者 に よ り 施 設 整 備

の実施設計がされ、令和８年１月頃か

ら３カ年程度で施設を建設していき、

半年程度の試運転を経て、令和 11 年

度 内 の 供 用 開 始 を 目 指 す ス ケ ジ ュ ー

ルとなっています。  

 要旨３についてお答えします。近年、

ごみ処理施設を更新される場合は、環

境 学 習 機 能 を 持 た せ た 施 設 整 備 を さ

れるようになってきており、当圏域で

の 新 ご み 処 理 施 設 も こ の よ う な 機 能

を 備 え た 施 設 整 備 を し て い く こ と で

検討しております。例えば、自然豊か

な 荒 神 山 の 麓 に 立 地 す る 条 件 を 活 か

し た 自 然 観 察 会 の 拠 点 と す る た め の

研修室、３Ｒやごみ処理工程を学ぶた

めの展示や体験コーナー、キッズスペ

ー ス に は 廃 木 材 を 利 用 し た つ み 木 を

置くなど、環境学習に寄与できる設備

等を設けることと併せて、施設内のバ

リアフリー化、幼児用トイレや多目的

トイレ、授乳室などを整備することで、

幅広い世代の方にご利用いただき、こ

れ ま で の ご み 処 理 施 設 に 対 す る イ メ

ージを払拭するとともに、地域振興や

観 光 振 興 に 貢 献 で き る 施 設 に し て ま

いりたいと考えております。  

○議長（杉原祥浩君）  小川君。  

○ 13 番（小川隆史君） ありがとうご

ざいます。再質でございますが、要旨

１につきましてですね、整備の時期が

令 和 ６ 年 ７ 月 で そ れ ま で に 都 市 計 画

決定等々が必要、それを受けての整備

の 時 期 が 令 和 ６ 年 ７ 月 と い う こ と で

すが、それであるならば、建設地の決

定 時 期 と い う の は そ れ ま で と い う こ

とになるんですが、もう少し詳しくど

の く ら い の 目 途 な ん だ と い う の を お

聞 か せ い た だ き た い と い う ふ う に 思

います。  

 それから、要旨３でございますが、

い ま 理 事 者 の 方 か ら 説 明 が あ っ た そ

の通りだと思います。ただ、それが絵

に描いた餅では駄目なので、本当にそ
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れが実現できるか、実現可能性が高い

言葉なのか、お答えいただけるか分か

りませんがお約束していただけるか、

その意気込みですね。それを聞かせて

いただきたいと思います。どうぞよろ

しくお願いします。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 建設

地として決定していくためには、これ

ま で は 環 境 ア セ ス の 状 況 に よ っ て 西

清 崎 で 適 正 に 施 設 が 整 備 で き る と い

う よ う な 判 断 を し て か ら と い う か た

ちでご説明してきましたけども、まず

施設の概算費用につきまして、皆様に

お示ししているのは、当初の候補地で

あ っ た 時 の 本 当 に お お ま か な 概 算 費

用 と い う か た ち に な っ て お り ま す の

で、これから各プラントメーカーに対

し ま し て 改 め て 見 積 り を 徴 取 し て い

るところでございます。これはいま策

定 し た 要 求 水 準 書 (案 )を も と に 概 算

が 出 て く る と い う こ と で ご ざ い ま す

ので、かなり実際に近いような額のも

のが出てくると思っておりますが、そ

れが出揃うのが今年の 11 月末までで

期限を切っておりますので、それ以降

に は 建 設 費 用 で あ っ た り 造 成 に 係 る

整備費用というのが、皆様にお示しで

き る と い う か た ち に な っ て ま い り ま

すので、そのあたりも含めて、今後そ

の 時 点 で 建 設 地 と し て い く の か 早 期

に 議 案 と し て 上 程 で き る よ う に 検 討

してまいりたいと考えております。  

 絵に描いた餅にならないように、確

かにそのように私も思います。整備す

る 事 業 者 の 選 定 と い う の は プ ロ ポ ー

ザル方式を検討しておりますので、そ

の 中 で 確 実 に 実 現 で き る よ う な 提 案

を し て く る 業 者 と い う の を 選 ん で い

く 必 要 が あ る と い う ふ う に 考 え て お

りますので、そのあたりは注視してや

っていきたいと考えておりますので、

ご理解賜りますよう、よろしくお願い

します。  

○議長（杉原祥浩君） 先ほど、建設

地 の 決 定 時 期 と い う の は 令 和 ５ 年 ９

月 ま で に 決 め る こ と を し な い と い け

ないと仰ったんじゃなかったですか。 

○建設推進室長（杉山暢基君） はい、

そうです。  

○議長（杉原祥浩君）  そうですね。

だから、今の小川さんの質問によると、

建 設 地 の 最 終 の 決 定 の 時 期 は 令 和 ５

年 ９ 月 と い う ふ う に 理 解 し て い い と

いうことですか。  

○建設推進室長（杉山暢基君） 都市

計 画 決 定 を す る ま で に は 決 め て お か

な け れ ば い け な い と い う こ と で ご ざ

います。環境影響評価につきましては、

滋 賀 県 環 境 影 響 評 価 審 査 会 の ご 意 見

であったり、知事意見に対しては適切

にこれからも対応していきますので、

そ れ を 前 提 と し て も う 少 し 早 い 段 階

で建設地へ変えることで、今後の事業

が 円 滑 に 進 め て い け る と い う ふ う に

考えておりますので、その時期につい

ても、また改めてお示しさせていただ

きたいと考えております。  

 

○議長（杉原祥浩君） 15 番伊藤容子
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さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 私からは、

大 き く ２ 点 質 問 を さ せ て い た だ き ま

す。まずは、標題１新ごみ処理場のア

ク セ ス 道 路 は ど の よ う に な る の か 見

解をお聞かせください。管理者は従来

の ア ク セ ス 道 路 で あ る 荒 神 山 ト ン ネ

ル 工 事 の 建 設 工 事 の 中 止 を 表 明 さ れ

ています。また、６月に開催された連

絡 協 議 会 で 事 務 局 は 次 回 の 開 催 に は

ア ク セ ス 道 路 を 示 さ れ て い る と 思 う

との見解を示されていました。新たな

アクセス道路について内容・進捗・今

後 の ス ケ ジ ュ ー ル 等 を 教 え て い た だ

きたい。  

 次は、標題２西清崎地先の新ごみ処

理 施 設 建 設 候 補 地 を 今 後 候 補 地 と し

て継続するのか、また新たな候補地の

検討を始めるのか、今後の方針をお聞

かせください。管理者は、彦根市議会

に お い て 西 清 崎 地 先 の 新 ご み 処 理 施

設建設候補地に関し、答弁の中で各種

経 費 が 当 初 の 概 算 費 用 と か け 離 れ た

場合、建設候補地の見直しがあり得る

旨の答弁をしている。一方６月の連絡

協議会では、西清崎以外に新たな建設

候補地にする場合、これまでと同様の

時間・経費が必要になること、また老

朽 化 し た 現 ご み 処 理 施 設 の 状 態 を 考

慮すると、新ごみ処理施設の完成時期

の 遅 延 に つ い て の 懸 念 も 示 さ れ て お

りました。現在、西清崎地先の新ごみ

処 理 施 設 建 設 候 補 地 に つ い て の 見 解

を、また新たな候補地の検討について

の管理者の見解を教えてください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 標題

１の要旨についてお答えします。候補

地 が 彦 根 市 清 崎 町 地 先 西 清 崎 に 決 定

以降、新たなごみ処理施設へのアクセ

ス 道 路 の 整 備 に つ い て 彦 根 市 と 協 議

を重ねた結果、県道２号大津能登川長

浜 線 の 交 通 量 の 分 散 化 に よ る 混 雑 緩

和と安全性確保を図り、新ごみ処理施

設 周 辺 の 道 路 機 能 を 高 め る こ と を 目

的として、稲村山農道から荒神山の一

部 を 通 過 し 市 道 大 薮 金 田 線 を 結 ぶ 道

路 を ご み 処 理 施 設 の 専 用 道 路 と し て

の位置付けではなく、市道として整備

い た だ く こ と で 事 業 を 進 め て ま い り

ました。しかしながら、周辺住民等の

皆様から、切通しあるいはトンネル整

備 に よ り 荒 神 山 の 一 部 を 改 変 す る こ

と に 対 す る 反 対 の 声 が 大 き く な っ て

きたことや、トンネルを整備する場合、

地 質 の 状 況 に よ っ て は 想 定 以 上 の 費

用 が 必 要 と な る 可 能 性 が あ る な ど の

理由から、本年５月に就任された和田

市 長 が 当 該 市 道 整 備 計 画 を 白 紙 と す

る判断をされたところです。当組合と

しましては、これまでの住民説明会な

どにおいて、搬入車両の増加による県

道 ２ 号 賀 田 山 西 お よ び 中 沢 交 差 点 付

近での交通渋滞に対する懸念や、それ

を 回 避 で き る こ と に も な る ふ る さ と

農 道 の 延 長 を 求 め る 地 元 要 望 な ど を

頂戴しており、こうした地域の懸念や

要 望 に 応 え ら れ る ア ク セ ス 道 路 の 整

備が必要と考えており、改めて彦根市

と協議を進めているところですので、
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ご理解願います。  

○議長（杉原祥浩君）  管理者。  

○管理者（和田裕行君） 標題２の要

旨についてお答えします。議員ご指摘

のとおり、私が彦根市長として就任以

降、現在の建設候補地が軟弱地盤とい

うことから、地盤改良費が当初の概算

費用をかけ離れ、全体的な整備費とし

て 当 初 の 概 算 費 用 を 大 幅 に 上 回 る こ

とを危惧したことから、そのような場

合には、建設候補地の見直しの検討が

必 要 に な る も の と 想 定 し 発 言 さ せ て

いただきました。ただし、新たな建設

候補地を選定する場合、これまで同様

の 経 費 と 時 間 が 必 要 と な り ま す こ と

から、老朽化した現有施設の状況を鑑

みると、彦根市清掃センターの場合、

今 年 度 か ら 予 定 し て い る 大 規 模 改 修

工 事 で 対 象 と し て い な い 設 備 に つ い

ては、新施設供用開始が遅れることで

故障リスクが高まり、結果的に大きな

経費が必要となることが懸念され、リ

バ ー ス セ ン タ ー に お い て も 老 朽 化 が

進み、毎年、多額の修繕費を要してい

ると聞いております。また、当初の施

設 整 備 基 本 計 画 策 定 段 階 で の 各 プ ラ

ン ト メ ー カ ー か ら の 概 算 見 積 り に よ

りますと、ＤＢＯやＰＦＩなどの事業

方式を採用することで、現有２施設の

運 営 費 が 当 圏 域 と し て 年 間 で ６ 億 円

弱縮減されることとなりますが、供用

開始が遅れれば、その間の縮減メリッ

トがなくなることとなります。現在、

施 設 整 備 基 本 設 計 業 務 で 作 成 し た 要

求水準書 (案 )をもとに、各プラントメ

ーカーへの見積依頼を実施しており、

本年 11 月末には施設整備費、地盤改

良 を 含 む 造 成 費 お よ び 施 設 運 営 費 の

見 積 り が 出 揃 う 予 定 と な っ て お り ま

すので、それらと併せ、新たな建設候

補 地 を 選 定 し て 整 備 を 進 め て い く 場

合 に 要 す る 費 用 や 事 業 が 遅 れ る こ と

で現有施設の維持管理・運営に要する

費用、更には老朽化によるリスクも含

め、彦根市清崎町地先の建設候補地を

建 設 地 と し て 進 め る こ と に つ い て 総

合 的 に 判 断 し た い と 考 え て お り ま す

が、新ごみ処理施設の供用開始を遅ら

せることについては、できるだけ避け

たいと考えておりますので、ご理解賜

り ま す よ う よ ろ し く お 願 い い た し ま

す。私が彦根市議会の方で環境アセス

の結果を待つまでに、もしそれがＯＫ

な ら ば と い う 条 件 付 き の 判 断 と い う

の は 年 度 内 に は 遅 く と も 出 さ せ て も

ら う と い う 答 弁 を さ せ て い た だ い て

おりますので、この場で申し添えさせ

ていただきます。以上でございます。 

○議長（杉原祥浩君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 再質問させ

てもらいます。現在アクセス道路につ

いて交差点、賀田山町西と中沢交差点

の 渋 滞 の 解 消 と か を 理 解 し て 市 と 協

議 し て い る と い う 話 な ん で す け れ ど

も、それ以外にトンネル工事がいきな

り理事者側から提案がありました。住

民 と の 意 思 疎 通 が さ れ て い る と 思 っ

てないんですけど、今後の新たなアク

セス道路を作成する時、どのように住

民 の 皆 さ ん や 自 治 会 の 意 向 を ヒ ア リ
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ングをして、どこで調整をしていくの

でしょうか。そこの部分が一番重要か

と考えております。  

また、そのアクセス道路をどのよう

に 議 会 に 提 案 も し く は 報 告 か 分 か り

ませんけれども、本当にこの前のトン

ネ ル 工 事 は 不 意 打 ち み た い な 住 民 説

明 会 で 一 方 的 な 報 告 で 終 わ っ て い る

ので、それについても教えていただき

たいと思います。  

 あとですね、新たな候補地に関して

ですけれども、最後に市長が本年度中

と言われたのは、環境影響評価の結果

を待ってという意味、ちょっと条件付

き と い う 意 味 が ち ょ っ と 分 か ら な か

ったでその点もう一度お願いします。 

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） アク

セス道路については、彦根市が市道整

備ということで、前回の道路に代わる

よ う な 市 道 整 備 を 彦 根 市 に お 願 い し

ているところでございまして、そのル

ー ト を ど う や っ て 決 め て い く か に つ

きましても、彦根市で整備いただける

ということであれば、彦根市が住民へ

の 公 表 を い つ の 時 点 で す る か と い う

と こ ろ の 判 断 を し て い た だ く 必 要 が

ございます。組合で整備をするという

ようなかたちになれば、勿論アセスも

い ま の 環 境 影 響 評 価 の 完 了 も 遅 れ て

くるということになりますので、そう

な ら な い よ う に お 願 い し て い る と こ

ろではございますけれども、組合が整

備するということになれば、決まった

段 階 で 公 表 で き る よ う な か た ち を と

っ て い き た い と 考 え て お り ま す が 、

我々としましては、令和 11 年度の供

用 開 始 を 遅 ら せ な い た め に も 環 境 影

響 評 価 が 遅 れ な い よ う に 彦 根 市 で の

市 道 整 備 と い う か た ち で 道 路 の 部 分

について、アセスを実施しなくてもよ

い と い う 方 法 で 以 前 と 同 様 に 進 め て

いきたいと考えておりますので、ご理

解 い た だ き ま す よ う よ ろ し く お 願 い

します。  

○議長（杉原祥浩君）  管理者。  

○管理者（和田裕行君） すいません。

ち ょ っ と 分 か り に く い 表 現 を し ま し

たけども、例えば今年度末に私がこの

ま ま い く と い う 判 断 を し て も 環 境 影

響評価はまだ出ていないので、そこが

条件付になるということです。だから

言い方として、今年度末にこの清崎地

でします。ただし、環境影響評価でＯ

Ｋ が 出 れ ば と い う 条 件 付 に な る と い

うことです。いずれにせよ令和５年９

月までは、その結果が出ませんので、

何 故 そ う い う 判 断 を 令 和 ５ 年 ９ 月 の

時点ではなくてするかというと、それ

ま で に 少 し で も 供 用 が 遅 れ な い た め

に 様 々 な こ と を 前 倒 し で 進 め な け れ

ば、老朽化した施設等の維持等で余計

な 費 用 が 発 生 す る お そ れ が あ り ま す

ので、そういった意味でも環境影響評

価の結果待ちの前に、私として判断で

き る 部 分 は 判 断 さ せ て い た だ き た い

と い う 意 味 で 申 し 上 げ さ せ て い た だ

きました。それは何かというと、先ほ

ど申しました余分にかかる費用です。

盛 土 あ る い は 軟 弱 地 盤 等 の 上 に 建 て
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る の に あ ま り に も か け 離 れ た 費 用 が

いるから、やはりやめますと言うのか、

こ の 範 囲 な ら 環 境 影 響 評 価 の 結 果 を

待 っ て Ｇ Ｏ し ま す と い う 判 断 を 年 度

内 に さ せ て い た だ く と い う こ と で ご

ざいます。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 先ほどの一

つ目の方で、住民自治会のヒアリング

や調整は、どういうふうにするかが答

弁いただいていないかと思います。  

 二つ目ですけれども、今回の西清崎

がどれだけ費用がかかるのか、例えば

地 盤 が 軟 弱 で と て も 費 用 が か か る と

い う ふ う な 総 合 的 な 費 用 で 判 断 し た

いというのは分かりました。でも、次

の 候 補 地 が 地 盤 対 策 の 費 用 が か か ら

ないかというのは分からない。比較の

問 題 だ と 次 が 非 常 に 安 く で き る か の

ような感じですよね。例えば、次の新

しい候補地を選んだとしても、もっと

軟弱地盤かもしれないとか、もっと今

度 は 硬 す ぎ ち ゃ う と こ ろ や 断 層 の 上

かもしれない。そういうところで判断

が 非 常 に 難 し い か と 思 う ん で す け れ

ども、ここが高いかどうかという比較

の問題について、もう少し今回の考え

を聞かせてください。  

 あともう一つ、市長は環境影響評価

がＯＫで、その総合的な費用の面で合

理的だと思うのであれば、ここに決定

す る と い う こ と で よ ろ し い で し ょ う

か。ちょっと前の議会の答弁で、環境

に い い こ と だ っ た ら コ ス ト を か け て

でも、そっちをしなくちゃいけないと

思 う と ６ 月 の 彦 根 市 議 会 で 私 の 質 問

に 答 弁 を し て い た だ い た 記 憶 が あ る

んですけど、記憶違いならすいません。

もう１度確認したいと思います。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君）住民へ

の ヒ ア リ ン グ に 対 し て ど う す る の か

というところにつきましては、これま

で の 住 民 説 明 会 等 で 周 辺 の 皆 様 か ら

あ そ こ の 候 補 地 で 事 業 を 進 め る に 当

たって、アクセス道路を整備すること

につきましては、いろんなご意見をい

ただいておりますので、そのご意見を

も と に 彦 根 市 で 整 備 し て い た だ く 場

合は、それをもとにルートを決定して

いかれると思いますし、組合が整備す

る と な っ て も そ れ を も と に こ ち ら で

ル ー ト を 決 定 し て い く と い う こ と を

考えておりますので、住民の皆様には

こ ち ら が 決 定 し た ル ー ト を お 示 し さ

せ て い た だ く と い う か た ち に な っ て

くるものと考えております。  

○議長（杉原祥浩君）  管理者。  

○管理者（和田裕行君） 当然これは、

比較の問題でございます。私、いま検

討ということではなくて、万が一の場

合 に 備 え て の 情 報 の 収 集 は 就 任 時 か

ら十分させていただいております。例

えば、他の候補地のどこかというのは、

検 討 と い う 誤 解 を 生 む と い け な い の

であれですけども、今どういった状況

であって、どういう可能性があるかと

いうのは、逐一全て情報を出しており

ますし、あと可能性ですね、建て替え

等 も 含 め 可 能 性 と い う 部 分 で の 費 用
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の 算 出 等 も さ せ て い た だ い た 資 料 は

有しているところでございます。しか

しながら、いずれにしましても先ほど

か ら 説 明 さ せ て い た だ い て お り ま す

ように、今からまた時間をかけて環境

影 響 評 価 を や り 直 し て と い う こ と に

なると、特に老朽化した施設の維持と

い う 部 分 で 莫 大 な 費 用 が か か っ て ま

いりますので、覆るハードルはかなり

高 い と い う こ と は 申 し 上 げ ら れ る と

思います。余程のことがない限り、極

端な話、例えば地盤改良するのにプラ

ス 200 億円いりますと言われたら、ち

ょ っ と そ れ は 皆 さ ん も う 一 度 考 え ま

しょうということにはなりますよ。こ

れは極端な例ですけども。そうではな

い限りは、やはり諸般の理由、この供

用 開 始 が 遅 れ る こ と の デ メ リ ッ ト の

方がはるかに大きいので、やはり推進

を さ せ て い た だ く と い う 決 断 を さ せ

ていただくということでございます。

私としては、できる限りコンパクトで

か つ 地 域 の 住 民 の 皆 さ ん に 納 得 い た

だけるような、ごみ処理施設というよ

り は エ コ の 拠 点 と い う よ う な こ と を

これから考えて、地域住民の皆さんの

合意を得られるようなかたちで、より

費 用 を か け な い 方 法 と い う の は 常 に

模 索 し て 研 究 し て い る と こ ろ で ご ざ

いますので、その方向で最終算出させ

て い た だ き 決 定 を さ せ て い た だ き た

いと考えております。  

○議長（杉原祥浩君） 当議会の会議

時間は、当組合議会会議規則第 36 条

の規定により、彦根市議会会議規則第

９条の例によって、午前９時から午後

５時まででありますが、本日の会議時

間は議事の都合により、あらかじめこ

れを延長します。  

 

 それでは、６番  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） それでは、質

問をさせていただきます。先ほどから、

議 員 の 皆 さ ん か ら 議 論 が あ る と こ ろ

で、今の西清崎の候補地については根

本 的 見 直 し が 必 要 だ と 考 え る も の で

す。それは一つ目に、科学的見地から

見直しが必要ではないかという点で、

立 地 上 の 深 刻 な 問 題 が 指 摘 さ れ て い

ます。以下で言います３点を検討し見

直 し が 必 要 だ と 提 起 を し た い と 思 い

ます。①彦根市策定のハザードマップ

に 土 砂 災 害 特 別 警 戒 区 域 と 指 定 さ れ

ており、そこを含んでいます。②彦根

市 自 体 が 浸 水 想 定 区 域 に 指 定 を し て

います。③環境影響評価のボーリング

調査で軟弱地盤が指摘されました。こ

の根本的な解決をする上で、どのよう

に改善克服するのか見解を求めます。 

 大きな２点目に、愛荘町竹原地区が

断念になった後、候補地の再選定が実

施されました。その場合も、再度手上

げ方式とし、４地域が名乗りをあげま

した。先ほど言いました、基本的なと

こ ろ で 検 討 を 加 え る 必 要 が あ っ た の

ではないかという点で、その際に４地

域 そ れ ぞ れ の 評 価 で 科 学 的 見 地 を 貫

き評価され、決定されたのか。つまり、

持って来てほしいからということで、

４ 候 補 地 を 対 等 に 平 準 に 選 ん だ の で
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はないかという疑問です。  

 二つ目に手をあげられた地権者は、

も ち ろ ん 要 綱 で 申 し 出 を さ れ た と 思

いますが、好んでまた進んで申し出ら

れたのではないと私は考えます。それ

はどうでしょうか。  

 三つ目に、検討する主体は広域組合

ではなく、市町行政に課せられている

と考えますが、土地活用の切実な願い

が 背 景 と し て あ る こ と を 理 解 し 受 け

入 れ る こ と が 重 要 で は な い か と 考 え

ます。  

 大きな３点目、ごみ減量化計画につ

いてであります。当組合が各市町の減

量 化 計 画 を 積 極 的 に リ ー ド す る た め

基本計画に記載してある 10 年後の予

想 グ ラ フ を 前 提 に し な い こ と が 重 要

ではないかと思います。処理能力、焼

却炉２基による、日量 147 トンは思い

切 っ て 少 量 に す る 方 針 を 掲 げ て い た

だきたいと思います。  

 二つ目、減量目標を定めないうちに

施設規模・処理能力を基本計画の前提

にしていることは、本末転倒ではない

かと思います。  

 三つ目に、７月 18 日に開かれた荒

神山を守る会結成の集いでは、ごみ減

量は住民も行政も企業も、あまねく一

致できる課題だ。ごみ半減は不可能な

数 値 で は な い と の 強 い 意 見 が 出 さ れ

ていました。このことをどう考えるか。

お答え願います。  

 四つ目に、ごみ分別方法統一化等検

討委員会に対し、少なくとも容器包装

プラスチックの焼却を誘導、押し付け

し な い こ と が 肝 要 で は な い か と 思 い

ます。  

 五つ目に、各市町が脱炭素・ＣＯ２

削減方向に進むことを提言・助言する

ことが大事だと思います。  

 六つ目に、約９年先に施設稼働を迎

え る 時 期 に Ｃ Ｏ ２ を 多 く 排 出 す る と

い う 負 の 遺 産 を 残 し て は な ら な い と

思います。この立場にしっかりと立つ

べきではないかと思います。以上、回

答をお願いいたします。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 標題

1 の要旨についてお答えします。学識

経 験 者 等 で 構 成 さ れ た 彦 根 愛 知 犬 上

地 域 ご み 処 理 施 設 建 設 候 補 地 選 定 委

員会、以下、候補地選定委員会におい

ては、滋賀県が科学的根拠をもって公

表 さ れ て い る 滋 賀 県 防 災 情 報 マ ッ プ

をもとに、土砂災害の危険箇所や浸水

想定について評価されたもので、彦根

市 の ハ ザ ー ド マ ッ プ に つ い て も 当 該

マップをもとに作成されています。ま

た、地盤の強度については、候補地を

選定する段階においては、各応募地の

地 質 調 査 結 果 が 存 在 し な い こ と か ら

都 道 府 県 土 地 分 類 基 本 調 査 表 層 地 質

図 や 滋 賀 県 地 域 防 災 計 画 に あ る 沖 積

層 等 厚 線 図 を も と に 評 価 さ れ て い ま

す。それぞれご指摘の課題に対する対

策についてですが、土砂災害について

は、土石流危険渓流の影響範囲に指定

さ れ て い る 候 補 地 北 西 側 の 位 置 に は

重要施設を配置しないこと、現在の田

んぼの底面から 2.75ｍ以上の盛土を



  38 

することから、盛土が土止めとなり施

設 へ の 影 響 は な い も の と 科 学 的 根 拠

をもとに判断しております。浸水想定

については、滋賀県の洪水浸水想定区

域図では、千年以上の降雨確率での浸

水想定最大規模は、田んぼの底面から

2.75ｍとなっていることから、この水

位 以 上 の 盛 土 を す る こ と で 施 設 へ の

影 響 は な い も の と 科 学 的 根 拠 を も と

に判断しております。軟弱地盤の対策

については、現在、造成等基本設計業

務において、地質調査の結果をもとに、

軟弱地盤の解析をし、科学的見地から

最適な工法を検討中ですので、ご理解

願います。  

 標 題 ２ の 要 旨 １ に つ い て お 答 え し

ます。再選定に当たりましても、候補

地 選 定 委 員 会 か ら の 建 設 候 補 地 選 定

結果報告書を参考としており、科学的

見地を含め、手を上げられた４地域の

中から決定したものですので、ご理解

願います。  

 標 題 ２ の 要 旨 ２ に つ い て お 答 え し

ます。当初五つの応募地については、

平成 27 年 10 月から彦根愛知犬上地

域 で の ご み 処 理 施 設 建 設 候 補 地 を 公

募した際の公募要項に沿って、地権者

の 同 意 ま た は 同 意 見 込 み を 前 提 に 応

募されたものです。また、再選定の際

に 手 を 上 げ ら れ た 四 つ の 応 募 地 に つ

いても、同公募要項に沿って、前回と

同様、ごみ処理施設の候補地となるこ

と を 前 提 に 地 権 者 の 同 意 書 を 得 た 上

で応募いただいたものです。  

○議長（杉原祥浩君）  管理者。  

○管理者（和田裕行君） 標題２の要

旨３についてお答えします。議員ご指

摘のとおり、地権者の皆様には、土地

活用について、それぞれ切実な思いや

願いが背景にあり、ごみ処理施設の建

設 候 補 地 と し て 同 意 い た だ い た も の

と思っており、今後も大切な土地を有

効に活用させていただき、圏域住民に

と っ て 素 晴 ら し い 施 設 と な る よ う 整

備 を 進 め て ま い り た い と 考 え て お り

ますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 標題

３の要旨１についてお答えします。当

組 合 が 策 定 し た 施 設 整 備 基 本 計 画 の

将来ごみ排出量推計が、平成 28 年度

の 実 績 を 最 新 デ ー タ と し た 過 去 ５ 年

の 実 績 を も と に 試 算 さ れ て い る こ と

から、１市４町のごみ分別方法統一化

等検討委員会では、令和元年度の実績

を最新データとし、将来的な推計値を

試算し直して協議されています。先の

角 井 議 員 の 質 問 に 対 す る 答 弁 で も 申

しましたように、各市町が無理な減量

目標を掲げ、新ごみ処理施設の施設規

模を小さくすれば、減量目標が達成で

き な い 場 合 に 処 理 能 力 が 不 足 す る 事

態に陥ることになりますので、統一化

等 検 討 委 員 会 に は 各 市 町 の 実 情 に 合

わせ、最大限可能と考えられる減量目

標を設定していただくよう、お願いし

ているところであり、設定いただいた

各 市 町 の 減 量 目 標 を 加 味 し た 処 理 能

力 と し て ま い り た い と 考 え て お り ま

すので、ご理解願います。  
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 標 題 ３ の 要 旨 ２ に つ い て お 答 え し

ま す 。 施 設 整 備 基 本 計 画 で の 施 設 規

模・処理能力については、先ほど申し

ましたとおり平成 28 年度の実績を最

新 デ ー タ と し て 試 算 さ れ た 推 計 を も

とにしていることから、当初から要求

水準書を作成する段階において、最新

デ ー タ と な る 実 績 を も と に 推 計 を や

り直すことを想定しておりました。ま

た、施設整備基本計画を策定する段階

では、新ごみ処理施設の供用開始を想

定 し た 各 市 町 の 減 量 目 標 値 が 存 在 し

ないことから、一旦、熱回収施設につ

いては平成 28 年度の燃やすごみの実

績 値 か ら ５ ％ 削 減 さ れ る こ と を 目 標

に、平成 28 年度の時点で増加傾向に

あ っ た 燃 え な い ご み と 粗 大 ご み に つ

いては、平成 28 年度実績を維持、そ

の他、資源ごみや集団回収される古紙

などについては、現状すう勢の値を目

標として施設規模を定めたものです。

よって、最終的には、令和元年度の実

績 デ ー タ を も と に 推 計 さ れ た ご み 量

に対し、現在、１市４町で作業を進め

ら れ て い る 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画

で 定 め ら れ る 減 量 目 標 を 加 味 し た 施

設規模とすることとなりますので、ご

理解願います。なお、近年のごみ処理

施設では、災害が起きた際に少しでも

復興を早めるために、圏域内で発生す

る と 想 定 さ れ る 災 害 廃 棄 物 総 量 の 一

部を施設で処理する分として、施設規

模を大きくされる傾向があり、当圏域

に お い て も 同 様 に 災 害 廃 棄 物 総 量 の

一 部 を 処 理 で き る 施 設 規 模 と し て お

ります。  

○議長（杉原祥浩君）  管理者。  

○管理者（和田裕行君） 標題３の要

旨３についてお答えします。これまで、

各 市 町 で は ご み の 減 量 や 資 源 化 に 向

け た 様 々 な 取 り 組 み や 啓 発 な ど に 努

めてこられましたが、先の角井議員の

質 問 に 対 す る 答 弁 に も あ り ま し た よ

うに、彦根市においては事業系廃棄物

の 量 を 大 幅 に 削 減 す る こ と に 成 功 し

ていますが、当圏域における家庭系ご

みの減量は横ばい、あるいは増加傾向

にあります。ごみの減量には、住民一

人 ひ と り の 意 識 改 革 に よ り 生 活 様 式

や 生 活 水 準 を 変 え る 覚 悟 が 必 要 で あ

り、一朝一夕にできるようなものでは

なく、施設供用開始目標となる令和 11

年度の時点でのごみ半減は、困難であ

ると感じています。ごみの減量につい

ては、環境面や財政面において非常に

重要な課題だと認識しており、現在、

１ 市 ４ 町 で 策 定 が 進 め ら れ て い る 一

般廃棄物処理基本計画において、家庭

や 事 業 所 に お け る ご み 減 量 と 資 源 化

に 向 け た 革 新 的 な 取 り 組 み を 打 ち 出

せるよう、１市４町首長で構成する管

理 者 会 に お い て 議 論 し て ま い り た い

と考えております。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 標題

３の要旨４についてお答えします。先

の 角 井 議 員 の 質 問 に 対 す る 答 弁 で も

申しましたとおり、ごみ分別方法統一

化等検討委員会に対しまして、建設推

進 室 は オ ブ ザ ー バ ー と い う 立 場 で あ
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ったことから、委員から技術的な質問

等 が あ っ た 場 合 に 発 言 さ せ て い た だ

いております。建設推進室として統一

化等検討委員会には、新ごみ処理施設

整 備 連 絡 協 議 会 で 実 施 し た 新 ご み 処

理 施 設 で の 容 器 包 装 プ ラ ス チ ッ ク の

処 理 方 式 に 対 す る 意 向 調 査 の 結 果 を

提供しておりますが、この結果内容に

ついては、容器包装プラスチックを資

源 化 す る 意 向 が 多 か っ た と い う 結 果

を説明したものであり、焼却を誘導し

た り 押 し 付 け る も の で は ご ざ い ま せ

んので、ご理解願います。  

 標 題 ３ の 要 旨 ５ に つ い て お 答 え し

ます。処理方式を決定されるのは、あ

く ま で １ 市 ４ 町 か ら の 住 民 代 表 で 構

成 さ れ る 統 一 化 等 検 討 委 員 会 や 各 市

町 の 廃 棄 物 関 連 の 審 議 会 等 と な り ま

す。よって、住民にとって脱炭素・Ｃ

Ｏ ２ 削 減 と い う 環 境 面 は 地 球 規 模 と

し て 全 人 類 に と っ て 重 要 な 課 題 で す

が、将来的な市町の財政状況という面

については、日々の生活に直結する重

要な課題となりますことから、この二

つの面を１市４町において比較・検討

いただき、総合的にご判断されるもの

となりますので、当組合から提言・助

言 し て い く も の で は な い と 考 え て お

ります。  

○議長（杉原祥浩君）  管理者。  

○管理者（和田裕行君） 標題３の要

旨６についてお答えします。地球温暖

化の原因とされる温室効果ガス、とり

わけＣＯ２の排出削減という課題は、

全 人 類 が 共 有 し な け れ ば な ら な い 大

きな課題となっております。当圏域か

ら 排 出 さ れ る Ｃ Ｏ ２ を 削 減 す る た め

には、ごみの減量・資源化に向けた取

り組みだけではなく、化石燃料の使用

量 を 抑 え る よ う な 取 り 組 み も 重 要 と

なってまいります。また、自然エネル

ギ ー や 水 素 エ ネ ル ギ ー な ど を 利 用 で

きるインフラ整備について、自治体が

企 業 な ど と 協 力 し 促 進 し て い く こ と

も必要であると考えており、このよう

な様々な取り組みを行うことで、将来

的 な 当 圏 域 に お け る Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 を

削 減 し て い か な け れ ば な ら な い も の

と考えております。一方、当圏域にお

ける財政状況については、今後、人口

減 少 と 高 齢 化 に 伴 い ひ っ 迫 す る こ と

が予想され、将来的に住民の負担が増

加することは、圏域住民にとって切実

な問題となります。この解消には、現

時 点 か ら 経 費 縮 減 に 取 り 組 む こ と が

必要であり、ごみの減量化によるごみ

処 理 経 費 の 縮 減 は 大 き な 役 割 を 担 う

ものと考えております。このような二

面 性 を 両 立 さ せ る こ と が で き な い か

模索しているところではありますが、

人 口 減 少 に 伴 い 圏 域 内 で の 廃 棄 物 と

Ｃ Ｏ ２ の 排 出 量 が 減 っ て い く こ と が

予想されるなか、来年４月にプラスチ

ッ ク に 係 る 資 源 循 環 の 促 進 等 に 関 す

る法律が施行されれば、現在の多くの

プラスチック製品が、焼却してもカー

ボンニュートラルとなる紙製や木製、

あ る い は バ イ オ マ ス プ ラ ス チ ッ ク な

どに転換されるほか、製造者あるいは

販 売 者 側 で の 自 主 回 収 が 促 進 さ れ る
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ことが期待され、将来的には新ごみ処

理施設で回収し、資源化するプラスチ

ッ ク 類 の 量 が 大 幅 に 減 少 す る こ と が

予想され、プラスチック類の資源化施

設そのものが、負担になることも考え

られます。このようなことを十分熟慮

しなければならない状況において、現

在、１市４町のごみ分別統一化等検討

委員会では、新ごみ処理施設での分別

区 分 や 減 量 目 標 を 検 討 い た だ い て い

るところです。その結果をもとに、各

市 町 に お い て 廃 棄 物 関 連 の 審 議 会 等

の場で審議され、各市町の一般廃棄物

処理基本計画 (案 )が策定されます。こ

の基本計画 (案 )に対しては、パブリッ

ク コ メ ン ト が 実 施 さ れ る こ と に な り

ます。よって、当組合としましては、

１ 市 ４ 町 の 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画

に 沿 っ た 施 設 を 整 備 し て ま い り た い

と考えておりますので、ご理解賜りま

すようよろしくお願いいたします。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） 一つ目の科学

的見地から根本的な見直しの点で、今

日異常気象が懸念されて久しいです。

毎年のように 50 年に１度、 100 年に

１ 度 と い う 豪 雨 が 日 本 列 島 を 襲 っ て

います。しかも、まさかと思われる地

域が土砂災害・土石流・堤防決壊・洪

水・冠水などの被害を受けています。

候 補 地 の あ っ た 荒 神 山 の 地 域 は 排 水

が悪く、この８月は梅雨に逆戻りした

かのような長雨で、溢れることはなか

ったものの一面水浸しでした。私も見

に行きました。それで、元々の湿田に

巨 大 人 工 構 造 物 が 建 設 さ れ れ ば 、 水

脈・排水・地盤沈下などは予想がつか

ない状況になることは、専門家でなく

て も 少 し は 理 解 で き る の で は な い か

というように思います。そして、軟弱

地 盤 改 良 の た め の サ ン ド コ ン パ ク シ

ョ ン パ イ ル 工 法 が 有 力 だ と い う よ う

に説明されていましたが、その工法は

確定したものか、それともそれでどの

ような予算上の予測ができるのか。い

ま の 段 階 で ど う い う 見 解 な の か お 示

しください。  

 二つ目ですが、手上げ方式の問題で

すけれども、施設と周辺について安全

か ど う か を 事 業 主 体 が 責 任 を も っ て

調査すべきではないのか。その初歩的

な立地条件を検討したならば、彦根市

が 自 ら 設 定 し た ハ ザ ー ド マ ッ プ の 土

砂 災 害 特 別 警 戒 区 域 の 候 補 地 を 選 定

す る は ず が な い と い う ふ う に 私 は 思

っています。ちなみに、下西川地域を

選定しなかった理由は、農業委員会か

ら 優 良 専 用 農 地 だ と 指 摘 が あ っ た の

で 前 管 理 者 が 外 し た と 説 明 し て い ま

したが、これをどう考えるのかお答え

ください。  

 それから、迷惑施設とされているご

み 処 理 場 に 用 地 を 提 供 さ れ て い る 当

事者は、それなりの事情があろうかと

思います。どの地でも共通するのは、

お 荷 物 と な っ た 土 地 を 有 効 に 処 分 し

たい、固定資産税などの負担を少なく

し た い と い う 切 実 な 願 い が 根 底 に あ

るのだと考えます。この願いに答える

こ と こ そ 行 政 の 役 割 だ と 考 え ま す が
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いかがですか。  

 減量化の問題で、基本計画の随所に

竹 原 地 区 を 前 提 と し て 検 討 さ れ た も

のを引用する旨が書かれています。こ

の間大きな変化が起きている、脱炭素

社会、地球温暖化防止の流れに逆行す

る、その流れを汲む必要があるのでは

ないかと考えます。  

 それから、全員協議会に対する報告

書で６月 17 日に配布された資料でも

分 別 す る 方 が Ｃ Ｏ ２ 削 減 効 果 が 高 い

としながらも、トータルコストで検討

す る と プ ラ ス チ ッ ク を 焼 却 す る 方 向

が 有 利 だ と 受 け 取 れ る よ う な 誘 導 が

読み取れます。これをどう考えますか。 

 それから、当組合は構成市町からご

み処理の業務を請け負うないしは、そ

のことを統括するだけでなく、独自の

判 断 に よ る 条 例 を 可 能 に し て い る こ

とからみても、脱炭素、地球温暖防止

の 方 向 に 舵 を 切 っ て 減 量 化 の 方 向 を

明確に、この当組合が掲げる必要があ

るというふうに考えます。具体的には、

住 民 説 明 会 で 配 布 さ れ た 環 境 影 響 評

価方法書素案の欄外、注意書きにある

環 境 負 荷 が 最 大 と な る 場 合 の 施 設 規

模 を 示 す 現 時 点 で の 設 定 で あ り 変 更

に な る 場 合 が あ る と 表 現 し て い る も

のを、当組合が受け身的ではなくて環

境 に 最 大 限 負 荷 を か け な い 小 規 模 な

施 設 に し て い く と い う メ ッ セ ー ジ を

発 し て い く 必 要 が 求 め ら れ て い る と

思いますがいかがでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 候補

地の選定につきまして、浸水想定は、

滋 賀 県 が 科 学 的 根 拠 を 持 っ た マ ッ プ

を も と に 検 討 さ れ て い る と こ ろ で あ

りまして、 50 年 100 年に１度という

のは、最近そのような豪雨があるとい

うことでございますけども、滋賀県の

想 定 浸 水 区 域 は 千 年 以 上 の 高 確 率 で

も 2.75ｍというような科学的根拠を

持った資料がございますので、それ以

上 の 盛 土 を す れ ば 浸 水 を 防 ぐ こ と が

可能ということでございます。これま

でに候補地選定委員会では、そういっ

た 科 学 的 根 拠 を も っ た 資 料 を も と に

い ず れ の 応 募 地 に お い て も 建 設 が で

きないところはなく、五つの応募地の

どこででも、何らかの対応をすること

で 建 設 は 可 能 と 判 断 さ れ て お り ま す

ので、ご理解いただきたいと思います。 

サ ン ド コ ン パ ク シ ョ ン パ イ ル 工 法

につきましては、地質調査を実施した

事業者が、事業者としての見解でこの

よ う な 工 法 が 有 効 と い う ご 提 案 を い

た だ い て い る も の で ご ざ い ま し て 、

我 々 は 現 在 そ の 地 質 調 査 の 結 果 を も

とに、これ以外の費用的に安くて済む

最 適 な 工 法 が な い か と い う と こ ろ に

ついて、検討しているところでござい

ます。地盤改良は対応していけば問題

ないというふうに判断しております。 

 浸 水 が 想 定 さ れ る よ う な 所 を 選 定

す る 必 要 が な い の で は と い う こ と に

つきましても、当初の建設候補地の選

定委員会では、いずれの応募地につい

て も 建 設 が 可 能 と い う 判 断 を い た だ

いているところでございますので、応
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募 さ れ た 所 か ら 建 設 候 補 地 を 選 定 し

ていったということでございます。ま

た、下西川が優良農地ということで外

さ れ た と い う こ と に 対 し て で す け ど

も、それにつきましては当初五つあっ

た 応 募 地 の 際 の こ と か と 思 い ま す け

れども、当時の管理者が判断されたと

いうふうに認識しておりますが、２回

目の再選定の際には、こういった事を

理 由 と し て 選 ん だ と い う こ と で は ご

ざいませんので、ご理解いただきます

ようにお願いします。  

 竹原の際の、検討内容で施設の整備

を進めているということで、現在のプ

ラ ス チ ッ ク 等 の 新 法 が で き る と い う

よ う な 状 況 も 考 慮 し た 施 設 に し て い

った方が良いということは、もちろん

そのあたりについては、どの場所で建

設しても施設というのは、同じように

熱回収施設、これはもちろん必要にな

ってくるものでございます。また、リ

サイクル施設、これも必要になってく

るものでございますけども、それを竹

原 の 時 に ど う い っ た か た ち に す る か

どういったものにするかというのが、

いくつかの案がありますけども、それ

に 沿 っ て 整 備 を す る の は 新 法 が 施 行

されたとしても同じです。施設規模を

どうするかとか、施設を造るかどうか

というところはありますけども、検討

さ れ た 内 容 の 施 設 を 整 備 し て い く 上

では、当初の施設整備基本計画をもと

にしていくところでございますので、

ご理解いただきたいと思います。  

 また６月 17 日のＣＯ２削減効果が

高いとしているけども、焼却の方に誘

導 し て い る と い う よ う な 資 料 に と れ

たということでございますが、決して

そういう訳ではなくて、実際に効果が

高いというのは事実でございますし、

ま た リ サ イ ク ル し て い く 方 が Ｃ Ｏ ２

削減効果が高いけども、処理を今後維

持 管 理 し て い く た め に と か 建 設 費 に

つ い て は リ サ イ ク ル と し て い く 方 が

高くつくということだったり、また収

集 運 搬 経 費 に つ い て は プ ラ ス チ ッ ク

類 を 分 別 す る こ と に よ っ て 各 市 町 の

経費がかかってくる、そのあたりの事

実 を お 伝 え し て 総 合 的 に 判 断 い た だ

く た め に 出 し た 資 料 で ご ざ い ま す の

で、決して誘導しようとしているもの

ではございませんので、ご理解いただ

きますようお願いいたします。  

 ごみの減量化の目標であったり、Ｃ

Ｏ ２ 削 減 目 標 と い う こ と に つ き ま し

ては、先ほども申しているとおり市町

で 実 施 し て い く 施 策 の 中 で と い う ふ

うに考えておりますので、当組合から

誘 導 し て い く も の で は な い と 考 え て

おりますので、ご理解いただきますよ

うよろしくお願いいたします。  

 また、施設を小規模にしていくとい

うことを、こちらから強要していくた

めに、現状目標値を厳しくすることに

ついては、先ほどから申しますように

減 量 が 進 ま な い 場 合 に 施 設 規 模 が そ

の 時 に 小 さ す ぎ る と ご み の 処 理 を し

き れ な い と い う 事 態 に 陥 る こ と に な

りますので、各市町には各市町で取り

組 め る ご み 減 量 に 対 す る 施 策 を ど の
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よ う に し て い く か に つ い て は 慎 重 に

ご協議いただいて、減量目標を定めて

いただきたいと考えておりますので、

ご理解賜りますようお願いします。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員  

○６番（西澤伸明君） 地盤改良のこ

とで再度お尋ねしますけれども、これ

岩盤に届くまでは調査の中で私、引用

させてもらっていますけど 20ｍから

40ｍこれは間違いがないのかどうか。

そういう状況なのかどうかですね、こ

れお答えください。  

 それから、もう 1 つは熱回収が非常

に 魅 力 的 な よ う に 描 か れ て ま す け れ

ども、ごみ発電のことなのか。私は、

そういうように理解していますが、そ

のことではないのかと、そうしますと

プ ラ ス チ ッ ク が 入 っ て い な い と 熱 効

率 が 高 い と い う の は 基 本 計 画 の 中 で

も書かれていますし、それ以後の当局

の答弁でも、そのことをずっとされて

います。私の以前の議会の質問でも連

続焼却が必要だと。それが補助の対象

と関連をしてくるという点です。です

から、やはり財政の計画で考えても熱

回収の部分、これ見積りの中で計画書

に 出 さ れ て い ま す け ど も 焼 却 を す る

炉の設置だけではなくて、その熱回収

の 部 分 を 入 れ る と 大 変 高 く な る ん で

すよね、そういうことで費用から見て

も、それから地球環境に負荷をかけな

いという点から見ても分別を推進し、

そ し て 熱 効 率 と い う 口 実 の も と で プ

ラスチックを焼却すると。こういう方

向ははっきりと改める・辞めるべきと

い う こ と を 当 組 合 と し て も 可 能 な と

こ ろ で 発 信 を し て い く と い う の が 大

事ではないのかと思います。  

 最後に、改めてそういう状況を考え

ますと、現地建て替えですね。これに

はいろんな課題があると思います。広

さの点、それからアクセス道路がどう

なるかという点もあります。そういう

いろんな困難な状況、クリアすべき状

況を再検討して、真剣に検討をしてど

うなのかというのも 1 つの選択肢と

し て 考 え る 必 要 が あ る と い う の を 討

論 の 中 で も 言 わ せ て い た だ き ま し た

が、改めてこの現地の方々、それから

環 境 負 荷 を か け な い プ ラ ス チ ッ ク の

容器等を焼却する方向は改めていく。

国も大きくそういう舵を切りました。

そ こ に 合 わ せ て い く こ と を 改 め て 求

めたいと思います。最後お願いします。 

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（杉山暢基君） 岩盤

の位置につきましては、議員がおっし

ゃっていただきましたように、山手側

で 20ｍ付近に岩盤が確認されていま

す。宇曽川側の方が 40m から 50m くら

い ま で の と こ ろ で 確 認 を さ れ て い る

ということでございます。  

 熱 回 収 が 魅 力 的 な と い う こ と で ご

ざいますけども、確かに熱回収の効率

を よ く す る た め に は プ ラ ス チ ッ ク 類

が入っている方が効率がよく、カロリ

ー が 高 く な る の で 回 収 効 率 が 良 く な

るというのは当然でございます。ただ、

プ ラ ス チ ッ ク が 入 っ て い な く て も 熱

回 収 が で き な い と い う も の で は ご ざ
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いません。高効率な回収をするという

ような施設もございまして、回収効率

を上げるということもできますけど、

確 か に そ れ を し よ う と す る と 費 用 の

方 は 高 く つ い て く る と い う か た ち に

なりますが、現在の彦根市の清掃セン

タ ー の よ う に 熱 回 収 を 全 く し な い と

いうようなかたちになりますと、二酸

化 炭 素 は 全 量 大 気 中 へ 放 出 し て い る

と い う も の に な っ て し ま い ま す け ど

も、熱回収をして電気を発電すること

で 化 石 燃 料 の 削 減 と い う こ と か ら Ｃ

Ｏ ２ の 削 減 効 果 が 得 ら れ る と い う こ

とで、日本ではサーマルリサイクルと

いうかたちで言われていますけれど、

海 外 で は サ ー マ ル リ カ バ リ ー と い う

か た ち で Ｃ Ｏ ２ 削 減 の た め に 寄 与 し

ている施設でございますので、ご理解

いただきますようお願いいたします。 

 建て替えについては、これはそれぞ

れ の 施 設 の 現 地 建 て 替 え と い う こ と

で、１市４町の施設を建てようとする

と 現 状 の 彦 根 市 の 清 掃 セ ン タ ー の 周

辺 の 土 地 の 面 積 で は 厳 し い と い う よ

うに感じております。また、彦根市単

独で隣に建て替えるのも、かなり厳し

い部分はあるんですけども、そのあた

り は 今 の 広 域 で ご み の 処 理 施 設 を 建

設 し て い く と い う ふ う に し て い る と

ころからも、広域では今の清掃センタ

ー の 跡 地 に 建 て る の は 難 し い と い う

ことになります。また、リバースセン

タ ー の 現 地 に 建 て 替 え る と い う と こ

ろについては、面積的にも全然足りな

いというとこもございますし、リバー

ス セ ン タ ー を ４ 町 さ ん の 単 独 で 現 地

に建て替えるということについては、

あ の 位 置 が 東 近 江 市 さ ん と い う こ と

になりますので、４町でもし建て替え

るとなったとしても、東近江市で建設

は で き な い も の と 判 断 し て お り ま す

ので、他の場所での選定が必要になる

ということからも、現地建て替えとい

うのは現状、我々としては難しいもの

というふうに考えておりますので、ご

理解いただきますようお願いします。 

 

○議長（杉原祥浩君） 以上で事前通

告のあった質問は終了しましたので、

一般質問を終結いたします。  

 これで、本日の日程は、全て終了い

たしました。会議を閉じます。  

これにて、令和３年８月彦根愛知犬

上 広 域 行 政 組 合 議 会 定 例 会 を 閉 会 い

たします。皆様、おつかれ様でした。 

 

午後 5 時 35 分閉会  

 

会議録署名議員  

 

議   長   杉  原   祥  浩  

 

副 議 長   竹  内     薫  

 

議   員   伊  藤   容  子  

 

議   員   安  澤     勝  
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令和３年８月 31 日 (火曜日 ) 

       午後 2 時 00 分開会  

 

○副議長（竹内薫君） 皆さん、こん

にちは。大変お忙しい中、お集まりい

ただきましてありがとうございます。

さて、当組合議会議長であった馬場和

子 議 員 か ら 当 組 合 議 会 議 員 の 辞 職 願

が提出されたことに伴い、議長が欠員

となっておりますので、副議長の私が

議 長 の 職 務 を 務 め さ せ て い た だ き ま

す。  

 それでは、定例会の開会前にお時間

をいただき、全員協議会を行います。 

 まず初めに、本日の定例会の欠席者

について、また、彦根市議会、愛荘町

議 会 お よ び 豊 郷 町 議 会 選 出 の 組 合 議

会議員に異動がありましたので、理事

者に関する報告事項と併せて、事務局

から報告させます。  

○事務局（神細工事務局長） 失礼し

ます。本日の欠席者はございません。 

次に、組合議会議員の異動の報告で

ございますが、去る３月１日に豊郷町

議 会 選 出 の 北 川 和 利 さ ん が 豊 郷 町 議

会議員を辞職されました。これに伴い、

豊郷町議会において、当組合議員の補

充選出がされまして、西澤博一さんが

当組合議員として就任されました。  

 続きまして、３月 23 日に愛荘町議

会 選 出 の 伊 谷 正 昭 さ ん か ら 辞 職 願 が

提出され辞職されました。これに伴い、

愛荘町議会において、当組合議員の補

充選出がされまして、河村善一さんが

当組合議員として就任されました。  

 続きまして、４月の彦根市長選挙へ

の立候補により、彦根市議会選出の獅

山向洋さんが失職、５月 19 日には彦

根市議会選出の赤井康彦さん、北川元

気さん、黒澤茂樹さん、中野正剛さん、

馬 場 和 子 さ ん か ら 辞 職 願 が 提 出 さ れ

ました。これに伴い、彦根市議会にお

いて、当組合議員の補充選出がされま

して、堀口達也さん、上杉正敏さん、

林利幸さん、小川吉則さん、小川隆史

さん、長崎任男さんが当組合議員とし

て就任されましたので、ご報告申し上

げます。  

 それでは、ただ今ご紹介させていた

だきました議員の方々のご挨拶を、そ

の 場 で 報 告 さ せ て い た だ い た 順 に お

願いいたします。  

○４番（西澤博一君） 西澤博一でご

ざいます。どうぞよろしくお願いいた

します。  

○ 17 番（河村善一君） 愛荘町議会の

河村善一です。以前も議員をさせてい

ただいておりました。また今回もさせ

ていただきますので、よろしくお願い

いたします。  

○２番（堀口達也君） 彦根市議会議

員の堀口達也と申します。よろしくお

願いいたします。  

○９番（上杉正敏君） 彦根市議会議

員の上杉です。どうぞよろしくお願い

いたします。  

○ 10 番（林利幸君） 彦根市議会議員

の林利幸です。よろしくお願いいたし

ます。  

○ 11 番（小川吉則君） 彦根市議会議
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員の小川吉則でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。  

○ 13 番（小川隆史君） 彦根市議会議

員の小川隆史でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。  

○ 19 番（長﨑任男君） みなさんこん

にちは。彦根市議会議員の長﨑任男で

ございます。どうぞよろしくお願いい

たします。  

○事務局（神細工事務局長） ありが

とうございます。続いて、理事者に関

する報告をさせていただきます。本年

４ 月 に 任 期 満 了 に 伴 う 彦 根 市 長 選 挙

が執行され、彦根市長に和田裕行さん

が就任されましたことにより、６月１

日 に 開 催 さ れ ま し た 管 理 者 の 互 選 会

議において、和田裕行彦根市長が当組

合管理者として、ご就任いただくこと

に な り ま し た の で ご 報 告 さ せ て い た

だきます。以上です。  

○副議長（竹内薫君） これをもちま

して、全員協議会を終わります。  

 

       午後 2 時 04 分閉会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


